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PC か ら も ケー タイ か ら も 同じ アド レス で アク セス で きま す 。 EF 
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http://deagostinijp/eva/ 回 
Suidek 


通じ て の 定期 購読 を 希望 され る 方 は 、 次 の いずれ か の 方 法 
申し 込み くだ さい 。 


1. 読者 専用 定期 購読 受注 セン ター に 電話 また は FAX で 
i 0120-300-851 


ーーー ニ ーーー ーーーーーーーー-|25-28 | 人 鈴 画 書 


年 中 無休 ) 
0120-834-353 
(定期 購読 申し 込み 用 紙 を お 送り くだ さい 。24 時 間 受 付 ) 
2. イン ター ネッ ト で 
deagostinijp/eva/ (24 時 間 受付 ) 
ケー タイ か ら も 同じ アド レス クセ ス で きま す 。 


3. 定期 購読 申し 込み 用 紙 を 郵送 
(「 定 期 購 読 の お 知ら せ ] が お 手元 に な い 場合 は 受注 セン ター 


mm 
用 諾 辞典 


刊 ! エ ヴァ ン ゲ リオ ン ・ ク ロ 


す 。 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 大 百科 を 完成 さ 
せる の に 不可 欠 な 特製 バイ ンダ ー2・3 


129-32 PEX 巻 の 2 冊 セ ッ ト を 創刊 特別 価格 990 円 ( 税 
込 ) で 発売 し て お り ま す 。 お 近く の 書店 「 
= お 求め くだ さい 。 
剤 特別 価格 は 2010 年 5 月 末日 まで の 期 上 R 定 と な り 議 
それ 以降 は 通 洛 1790 円 (88) と な り ま す 。 
巻 肌 の バイ ンダ ー は 第 31 号 で プレ ゼン ト い た し ます 。 


新 世紀 エヴァ ン ゲ リオ ン オフ ィ シ ャ ル 
エヴァ ン ゲ リオ ン の リア ル タ イ ム 情 報 は こち ら で ! 
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NERV が きき に られ な い 
捕獲 を 試み た 使徒 . : 4 


使徒 の 生態 は 全く 不明 だ が 、 唯一 その 一 端 を 垣 
間 見 せ た の が サン ダル フォ ン で ある 。 成体 に な る 以 
前 の 状態 で 発見 され た 最初 で 最後 の ケー ス で あり 、 
羽化 に よっ て 瞬く 間 に 別 の 形態 へ 変態 を 遂げ る 様 
は 、 生物 の 常識 を 大 きく 覆す 。 使徒 は 由 が 蝶 に な る 
よう に 、 こ の 羽化 と いう プロ セス を 経て 望ま し い 能 
カカ 、 環境 に 適応 し た 身体 を 得る と も 考え られ よう 。 

羽化 後 の 戦 闘 力 に 特筆 すべ きも の は な い が 、 火口 
内 の 高温 高圧 と いう 極限 状況 下 に お いて 活動 で きる 
能力 は 他 の 生物 に は な いも の で あり 、 驚異 に 値する 。 

品 に て 、 上 の よう な 状態 で 発見 され た サ 

生き た 使徒 の サン プル を 谷 す る NERV 

を 展開 、 EVA 弐 号機 に よっ て 一 時 的 に 

捕獲 され る 。 その 直後 、 急速 に 羽化 し て 同機 を 襲う 

が 、 熱 膨張 を 利用 し た 攻撃 に より 残 減 さ れ た 。 

伝承 上 で は サン ダル フォ ン は 預言 者 エリ ヤ が 天使 

に 生ま れ 変 わっ た 姿 と も いわ れ 、 天使 の 宇 獄 で ある 

第 5 天 マ ホン を 支配 する と いう 。 また 、 ユダ ヤ 、 キリ ス 

ト 教 神秘 主義 で は 胎児 を 司る と され 、 成体 前 の 姿 で 
発見 され た こと か ら 名 付け られ た の か も し れ な い 。 


' で すね 


(伊吹 マヤ ) 


。 視 
と が 相 
捉え 


所 8th ANGEL 
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天使 名 : SANDALPHON 
サン ダル フォ ン 
: SYMBOL 


| 層 上 % 


能力 : ABILITY 地震 予知 の た め 浅間 
3 に 山 の デー タ を 観測 調 
急速 羽化 oC 査 する 研究 所 。 火口 
か みつ き RE 内 で 使 作 が 発見 され 
る た た め NERV に よっ て 

完全 封鎖 され た 。 


EIGHTH ANGEESANDAEPHON 


魚の カレ イ と カン ブリ ア 紀 の 生物 アア ノ マ ロ カリ ス の 特 
徴 を 複合 し た よう な 姿 を 持つ 成体 。 目 が 体 の 片側 に 寄 
っ て いる の は カレ イ (Righteye Flounder) の 特徴 で 、 
体 表 は 黒色 素 胞 ( メ ラノ フォ ア ) に よる 保護 色 を 持つ と 
も 考え られ る 。 また 、 左右 の 飛び 出し た ふた つの 突起 
物 は 広 視角 の 目 で 、 アノ マロ カリ ス の 特徴 と いえ よう 。 


疲 の よう な 列 化 前 の 状 

熊 時 は 、 ヒ ト の 胎児 

た 次 を し て いる サン ダル 

フォ ン 。 この 姿 は 硬化 

ー ク ライ ト 内 の 、 復元 さ 
ダム と され る 物体 

と 酷似 し て いる 。 


長く 伸び る 蛇腹 の よう 
な 腕 を 持つ 。 その 先 に は 
エビ の 副 肢 に 似 た 器 宮 が 
5 本 あり 、「 握 る ] と いう 霊 
長 類 の 手 の よ うな 動作 を 
行なう こと が で きる 。 これ 
は アノ マロ カリ ス の 頭 部 前 
方 に 共通 し て 見 られ る 、 突 
き 出 し た 1 対 の 触手 の 進 
化 形 に も 見 て 取れ る 。 


円 形 の 口 は アノ マロ カリ ス の 器官 に 似 て お り 、 か みつ いた も < 
の を 体内 に 取り 込む 仕組 み と 思 われ る 。 な お 、 溶 岩内 で 口 の 
開閉 が 可能 と いう 、 既存 の 生物 に は 不可 能 な 構造 を 持つ 。 


肖 口 開放 時 


② 手 の よ うな 部 位 


「 


まる で 指 の よう な 5 本 の 触手 に よっ て 、 物 
を 掴む こと が 可能 。 


成体 前 の 黄 の よう な 状態 の サン ダル フォ ン は 、 浅間 
山 火口 内 の 深度 1.300m 付 近 に て 発見 され た 。 捕獲 作 
戦 に 打っ て 出 た NERV は A-17 を 発令 。 火 口内 に ダイ 
ブ し た D 型 装備 の 弐号 機 に よっ て 、 使徒 は 深度 1.780m 
付近 で 捕獲 され る 。 し か し 、 直後 に 羽化 を 開始 し た サ 
ンダ ルフ ォ ン は 成体 と な り 弐 号機 を 襲う 。 同機 を 捕捉 
し て か みつ いた 使徒 は 、 プ ログ レッ シブ ・ ナ イフ を も の 
と も せ ず 有利 ( が 、 熱 膨張 を 思い つい た セカ ンド 冷却 液 の 乱 連 を 温度 変化 
チル ドレ ン の 機転 に より 冷却 液 を 口内 に ね じ 込 まれ 、 生生 人 な に 
温度 差 で 強度 に 脆 さ が 生ま れ た と ころ に 、 プロ グレ ッ 差 で 脆く な り 、 看 度 
3 た と ころ に プロ グレ ッ 
シブ ・ ナ イフ の 一 撃 を 眼 部 に 受け 残 減 さ れ た 。 


ナイ フ を 受け て 砥 減 さ 


サン ダル フォ ン 弱 滅 記録 


次 の よう な 状 能 の 際 に 、 弐 


号機 の キャ ッ チャ ー に よっ て 


一 時 捕獲 され る 。 し か し 、 同 


機 が 浮上 し 始め る , 
開始 し て 成体 と な り 、 弐 
四 指 へ と 襲い か か る 。 


交 半 、 后 、 洛 、 号 、 王 肢 ン 
再 と 
さ 山 外さ 機 に P 機 P を 張 と レタ 
れ 火 れ に 羽 と 受 を ル 
2 日 計 3 語 語 化 請 国交 上 当 け 和孝 シ 
gm リリ コキ 
始 停 た 工 

上 減 


@⑳ 成体 と な っ た 身体 


羽化 に よっ て 、 火口 内 と いう 環境 下 に 適応 し た 成体 。 流 
内 の 移動 に 適し た 魚類 の よう な ヒレ を 持ち 、 高温 高圧 に 耐え る 
強固 な 外皮 を 備え る 。 な お 、 エラ らし き 器 官 の 機能 は 不明 。 


に 捕獲 され た 直後 、 

羽化 し 、 疲 の よう な 
状態 で は ヒト の 胎児 5 週 目 

| 初期 の 胎 芽 に 酷似 ) に 似 た 
姿 の も の が 瞬く 間 に 変 能 
し 、 全 く 別 種 の 姿 へ 変わ っ 
て いく 。 その 変態 速度 も 荻 
異 的 な 速 さ で ある 。 


発生 さき せる プロ グレ ッ シ プ ブ ・ 
ナイ フ で きえ も 一 一 刃 が 立た 
な い ほ どの 人 硬度 を 誇る 。 


局 地 戦 用 EVA-D 型 装備 
i ライ フラ イン ケー ブル を 回 
左右 の 腕 と 
ター で も 機体 を 
が 冷却 液 循環 パイ プ は 脆 
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《 個人 情報 

名 前 赤木 ナオ コ 
年 齢 不明 

国籍 日 本 

生年 月 日 | 不明 
血液 型 | 不明 


所 属 ゲ ヒ ルン 


バイ オ テ ク ノロ ジー と 電子 論理 回 路 を 活用 し た 第 7 
世代 コン ピュ ー タ 、 人 格 移植 OS を 搭載 し た コン ピュ 
ー タ シス テム 「MAGI] の 基礎 理論 を 構築 し 、 本体 の 
開発 を も 手がけ た 人 物 一 一 、 それ が 赤木 ナオ コ で あ 
る 。 公 に は され て いな いも の の 、 当時 より 推進 され て 
いた EVA 零 号機 の 開発 に も 携わっ て いた と も 言わ れ 
て お り 、 NERV の 創 生 に 携わっ た 重要 人 物 で ある 。 

当時 、 天才 科学 者 と し て 非常 に 著名 な 存在 で あ 
り 、 NERV の 前 身 と な る 組織 、 ゲ ヒ ルン の 主要 メン バ 
ー の ひと り で あっ た ナオ コ 。 彼女 は 自ら の 「 科 学者 」、 
[母親 」、「 女 ] と し て の 3 つの 人 格 を それ ぞ れ コン ピュ ー 
タ へ と 移植 し 、 2010 年 に 見 事 シス テム を 完成 させ た 。 
し か し 、 彼女 は その 直後 、 作業 中 の 転落 事故 に より 
命 を 落と し た と され て いる 。 死 の 理由 は 自殺 と も 噂 さ 
れ て いる が 、 そ の 真相 は 明らか に され て いな い 。 な お 、 
彼女 は 現在 E 計 画 の 責任 者 を 務め て いる 赤木 リツ コ 
の 母親 で も ある 。 短い 期間 で は あっ た が 、 同時 に ゲ 
ヒル ン に 在籍 し て いた こと も あっ た 。 

現在 の NERV 内 に 、 ナオ コ を 直接 的 に 知る 人 間 は 
決し て 多く は な く 、 彼女 に つい て 語ら れる こと も 少な 
い 。 し か し 、 彼女 が 人 格 移植 OS を 完成 させ た と いう 
事実 は 、MAGI シ ステ ム は いう まで も な く 、 EVA の 開 
発 に も 大 きく 影響 し て いる 。 生体 コン ピュ ー タ 研究 の 
エキ スパ ー ト で ある 彼女 の 存在 が な けれ ば 現在 の 
NERV は 有り 得 な か っ た と いっ て も 過言 で は な い 。 今 
は 亡き 存在 な が ら 、 その 天才 的 な 頭脳 と 技術 を も っ 
て NERV 設 立 に 最大 の 功績 を 残し た 人 物 で ある と い 


っ て も 差し 支え ない だろ う 。 
きま 人 物 相関 図 
Li 
ゲ ンド ウ 
jma 碗 ユイ 
上 司 
(愛人 関係 ) 同居 
同人 
a 冬 月 コウ ソウ 
赤木 リツ コ 
1 
mMAGI 
還 碗 ゲン ドウ 
還 碗 ユイ 
時 赤木 リツ コ 
時 ゲ ヒ ルン 


\ 
* た 表情 を 見 せる こと も 多い が 、 娘 で ある リツ コ 
科学 者 らし い 性 質 の 持ち 主 と 会 話 を する と き は 表情 が 緩ん で いる よう に も 見 和 受 けら れる 。 
と いえ る ナオ コ は 、 こ の よう に 
理知 的 な 微笑 を 見 せ て いる こ 
と が 多い 。 し か し 、 それ は 表情 
か ら 思 考 を 察 せら れ な いた め の 
手段 と も 考え られ る 。 


ー や は り 親 子 な だ け に 、 リ 
ツ コ と は 顔立ち が よく 似 て 
いる 。 太目 の 層 、 や や 切 
れ 長 の 鏡 な ど が 特に その 
類似 性 を 感じ きせ る 。 ひ 
と きわ ね 目 を ひく 濃 色 の 品 
紅 を 使用 し て いる 点 も 、 
共通 項 の ひと つと いえ る 
だ ろう 。 † 敬 憎 と も 激 史 と も 取れ る 表情 を 浮か が べ る ナオ 
コ 。 時 に は 感情 を 加わ に する こと も ある が 、 彼 女 
の こう いっ た 表情 を 引き 出す 事象 は 少な い 。 


背面 


ー ゲ ヒル ン で 研究 に 明け 暮れ て い 
る ナオ コ は 、 常時 と いっ て いい ほど 
白衣 に 身 を 包ん で いる 。 その 他 ま 
い は 、 科学 者 と し て の 貫 様 の よう な 
も の も 感じ させ る 。 


一 年 齢 に 相応 し い 、 落 ち 
着い た 雰囲気 を 持っ て い 
る ナオ コ 。 服装 も グリ ー ン 
に 黒 と 、 全体 的 に シッ ク な 
イメ ー ジ の 色合い を 好 ん で 
いる よう だ 。 


普段 と 違う 色 の ハイ ネ 
れ か も し れ な い 。 
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た と い ラ レイ 。 幼 い 相 手 に 、 
大 人 らし く 、 優し 笑顔 を 浮 
か べ て 話し か ける ナ : 


男女 関係 に 対し 冷め た 見 解 
を 見 せる リツ コ に 、「 自 分 の 幸 


せま で 逃し ちゃ うわ よ ]」 と 忠告 
する ナオ コ 。 自ら の 不器用 な 
生き 方 を 重ね 合わ せ た 上 で 
の 忠告 だ っ た の か も し れ な い 。 


ー ナ オ コ が 時 折 見 せる 表情 の ひと つと 
し て 、 これ ら の よう に 困惑 や 不安 を 感じ 
させ る も の が ある 。 女 と し て の 感情 が 色 
濃く 、 内 面 的 な 不安 定 さ が 露呈 し た 表 
情 と いえ る だ ろう 。 


使徒 認識 の た め の パ ター ン 解 析 を 始め と し 、 対 使 
徒 戦 に お ける 作戦 の 検討 、 さ ら に は 第 3 新 東京 市 の 
市 政 ま で も 担う MAGI。 様々 な 案件 に 対し 、 3 基 の 
スー パー コン ピュ ー タ に よる 合議 制 で 判断 が 下さ れ 
る シス テム と な っ て いる 。 そ の た め 、 時 に 3 基 が 対立 
する “ジレ ンマ "と 呼ば れる 状態 に 陥る こと が ある 。 
た だ 、 こ の 設計 ミス と も と れる ジレ ンマ は ナオ コ の 手 
に より 意図 的 に 残さ れ た “人 間 ら し さ " で ある 。 長 
年 、 生体 コン ピュ ー タ と いう も の に 携わり 、 MAGI 開 
発 者 と し て コン ピュ ー タ に 人 格 移 植 を 考え た ナオ コ 
は 、 コ ンピュータ が 人 間 に 近 づく こと の 可能 性 を 信 
じ て い た の で は な い だ ろ うか 。 


MAGI 開 発 の 際 、 ナオ コ は ひと り で ) 
この シス テム を 生み 出し た と いう 事実 は 藻 


つて いた 。 彼女 ひ と り が 
に 値する と いえ よう 。 


幼い レイ の 口 か ら 聞か され た 
「 ば あさ ん は し つこ い ]」、「 ば あ 
さん は 用 済み だ ] と いう ゲン ド 
ウ の 言葉 は 、 女 と し て の ナオ 
コ の 冷静 さ を 失わ せる に は 十 
分 過ぎ る も の だ っ た 。 


ナオ コ は 、 MAGI シ ステ ム に 託し た と お り "3 つ の 
顔 "を 持つ 女性 で ある 。 つ まり 、 科学 者 、 母親 、 女 
と し て の 顔 だ 。 し か し 、 これ ら に 折り 合い を つけ 、 共 
存 さ せる こと は 難し か っ た よう で ある 。 科学 者 と し て 
の 自分 を 前 面 に 出せ ば 、 母親 と し て の 自分 は 疎か に 
な っ て し まい 、 女 と し て の 自分 を 買 け ば 没頭 する 研 
究 に 私 情 が 挟ま れる こと と な っ て し まう 。 こう いっ た 、 
相反 する 感情 を 持ち 続け て いた 彼女 は 、 常に 危う さ 
を 内 包 し て いる 存在 で も あっ た 。 

大 き な 功 績 を 残し た ナオ コ だ が 、 結果 的 に 科学 
者 、 母親 、 女 と し て の 顔 を 完璧 に こなす こと は で き 
な か っ た 。 まず 、 研究 に 没頭 する あま り 、 母親 と し て 
の 幸せ も 女 と し て の 幸せ も 得る こと は な か っ た 。 ま 
た 、 研究 の 成果 で ある MAGI の 実働 を 見 届け る こと 
も な く 最 期 を 迎え た た め 、 科学 者 と し て も 幸福 で あ 
っ た と は 言い 難い 。 そう いっ た 3 つの 自分 の せめ ぎ 合 
い が 彼 女 の 弱 さ を 生 み 出 し 死 へ と 追い や っ て し まっ 
た の で あれ ば 、 それ は 過 分 な 才能 を 持っ て し まっ た 
た め の 不 幸 で ある と も いえ る だ ろう 。 


久 つの 人 格 が 均衡 を 崩し 
た 瞬間 。 ユイ の 面影 を 


言葉 で 崩れ る ほど に 危う 
い 感情 を 抱え て いた 。 


謎 で ある と され て いる ナオ コ の 死 だ が 、 い くつ か の 
理由 が 推測 され る 。 まず は 最大 の 理由 と 考え られ る 
の は 、 想い を 寄せ 、 肉体 関係 まで 結ん で いた 碗 ゲン 
ドウ が 、 実は 自ら を 利用 し て いる だ け で ある こと を 知 
っ た こと だ 。 さら に それ を 、 ゲン ドウ の 亡き 妻 、 碗 ユ 
イ の 面影 が 強く 見 られ る 幼い 綾波 レイ に より 知ら さ 
れ た と いう の も また 、 大 き な 要 因 の ひと つ で あろ う 。 
レイ の 言葉 に より 逆 上 し た ナオ コ は 彼女 を 絞殺 し 、 
自ら も 命 を 絶つ こと と な っ た の だ ろう 。 ナオ コ の 女 と 
し て の 部 分 が 、 自ら を 殺し た と も いえ る か も し れ な い 。 
女 と し て の 人 格 が 移植 され た カス パー の 元 で 発見 さ 
れ た と いう の も 象徴 的 で ある 。 


キャ ラク ター シー ト 


NAOKO AKAGI_ 


Aharacter Sheet 


の 人 員 と し て の 信頼 関係 は あ 
っ た と 考え て も 良い だ ろう 。 


口付け を 交わ し て も 、 ゲン ド 
ウ は 無 表 情 に 宙 を 見 つめ て い 
る 。 ナオ コ の 陶酔 し た よう な 
表情 と は 対照 的 で ある 。 と の 
相違 を 挙げ て も 、 その 感情 の 
差 が は っ きり と 見 て 取れ る 。 


ゲ ヒ ルン の 所 長 を 務め て いた ゲン ドウ と ナオ コ は 、 
上 司 と 部 下 と いう 関係 に 劉 ま ら な い 関 係 ま で 結ん で 


いた 。 た だ 、 そう いっ た 関係 を 持つ に 至っ た 経緯 や 、. 


ユイ の 生前 に 始ま っ た こと か は 不明 で ある 。 

ふた り の 関係 が 続く 最 中 、 ナ オ コ は ゲン ドウ が 妻 

忘れ られ な いこ と を 察し た よう な 発言 を し て いる 。 
別 の 女性 を 愛し て いる と 知り な が ら も 関係 を 続け た 
い 程 に 、 彼女 が ゲン ドウ に 対し 相当 深い 恋慕 の 情 を 
持っ て いた こと が わか る 事実 で ある 。 し か し 、 一 方 
の ゲン ドウ は 、 ナオ コ を 科学 者 と し て 利用 する た め 
だ け に 関係 を 結ん で いた 。 そ の 相違 が 、 結果 と し て 
ナオ コ の 死 へ と 繋が る こと と な る 。 


ゲン ドウ と ユイ の 子供 で あ . 


ナオ コ が ゲン ドウ に 思慕 を 寄せ て いる 以上 、 彼 の 
妻 で ある ユイ は 、 表向き は どう あれ ナオ コ に と っ て は 
邪魔 な 存在 で し か な か っ た と 考え て 間違い な い 。 事 
実 、 ユ イ が EVA 初 号機 と の 接触 実験 に より 初 号 機 
に 取り 込ま れ た 際 (実質 的 に は 死去 し た も の と 同 
義 )、 それ が 自ら の 願い で あっ た と 述べ て いた 。 

し か し 、 ゲン ドウ の 中 か ら ユ イ の 存在 が 消え は し 
な か っ た こと を 考え る と 、 ナオ コ の 願い は 叶っ た と は 
いえ な い だ ろ う 。 ユ イ の 面影 を 持つ レイ の 言葉 に よ 
り ゲ ンド ウ が 自ら を 用 済み と 言っ て いる こと を 知り 、 
結果 的 に 命 を 落と すこ と と な っ た ナオ コ 。 彼女 は 、 
最期 まで 女 と し て ユイ に 敵 う こと は な か っ た 。 


と の 関係 


ト 、 Eiliukh nl 
MAGI に 込め られ た も の の 意味 


開発 者 で ある ナオ コ 自 身 の 人 格 が 移植 され た 
MAGI シ ステ ム 。 科学 者 と し て の 人 格 は メル キオ ー ル 、 
母親 と し て の 人 格 は バルタザール 、 そし て 女 と し て の 
人 格 は カス パー へ と それ ぞ れ 搭載 され で いる 。 これ ら 
3 基 の うち 、 カス パー は ナオ コ に と っ て 特別 な 存在 で 
あっ た と も 受け 取れ る 。 何 故 な ら 、 第 11 使 徒 イ ロウ 
ル が MAGI を ハッ キン グ し た 際 に 最後 まで 守り 抜か れ 
た の も 、 リ ツ コ が NERV 本 部 の 自爆 を 図 に 唯 
一 否定 し た の も 、 カス パー で あっ た か ら だ 。 これ ら の 
事実 に つい て は 、 生前 に 自分 の 存在 を 3 つの 側面 か 
ら 選 ぶ こ と の で き な か っ た ナオ コ が 、 死後 に な っ て 女 
と し て の 自分 を 選ん だ 結果 と いう 見 解 も 可能 だ ろう 。 


MAGI の 基礎 理論 模索 に 勤 
し む 母 と 、 それ を 見 つめ る 未 
校生 の リツ コ 。 その 表情 
あま り 感 情 は 表れ て いな 
い が 、 母 の 背中 の 遠 さ を 感じ 
て いた の か も し れ な い 。 


放任 を 決め 込ん で お き な が ら 
母親 面 を し よう と する 自分 に 
気づき 、 辛 そう な 表情 を 見 せ 
る ナオ コ 。 そこ に は 希薄 な 親 
子 関 係 へ の 自責 や 後 梅 と い 
っ た 感情 が 見 受け られ る 。 


る MAGI 内 部 


リッ コ の 手 に 。 
場 は 失敗 し た 。 結 果 部 

は 、 自 身 の 娘 より も 

を 選ん だ と も いえ る だ ろう 。 


ナオ コ と リツ コ は 、 母 ひ と り 娘 ひと り と いう 家族 構 
成 で あっ た こと も 影響 し て か 、 共に 過ごす 時 間 が 少 
な い 割 に は 、 それ な り に 仲の 良い 親子 で あっ た よう 
に 思わ れる 。 し か し 、 実際 の と ころ は や は り そ れ な り 
の 距離 が あっ た よう だ 。 ナ オ コ は リツ コ に 手紙 を 出 
す 際 、 放任 し て いた こと に 責任 を 感じ て いる か の よ 
うな 記述 を し て いる 。 一 方 、 リツ コ は 母 の 名 前 の 重 
さ を 強 く 感じ て いた と 述べ て いる 。 し か し 、 ナオ コ の 
死後 に その 跡 を 継ぎ 、 MAGI シ ステ ム の セッ ト ア ッ プ 
と 運用 を 行なえ る 存在 は 、 リツ コ 以 外 に は 有り 得 な 
か っ た だ ろう 。 それ は 同じ 科学 者 と し て 繋が れ た 、 母 
と 娘 の 絆 と も いえ る か も し れ な い 。 


MAGI が 完成 し た 日 、 ナオ コ は そ 
こ に 込め られ た 意味 を リツ コ に 語 
っ て いた 。 直後 に 彼女 が 命 を 絶 
っ た の は 偶 希 と は いえ 、 ま る で 遺 
言 の よ う で も あっ た 。 


最後 の 最後 で カス パー が 裏切り 、 


る NERV 本 部 の 自 
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と 
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療 機器 


生命 体 と し て は ひど く 脆 弱 な 存在 と いえ る ヒト 。 持 
ち 得 た 知恵 で 生存 競争 を 勝ち 抜い て きた 中 で 、 人 
間 の 健康 維持 や 回 復 を 行なう 医療 行為 こそ 、 そ の 生 
存 を 助け て きた 大 き な 要 因 の ひと つと いえ よう 。 そ 
の 医療 を 支え る の が 技術 で あり 機器 類 で ある 。 

オー バー テク ノロ ジー の 産物 と いえ る EVA を 開発 、 
運用 し て いる NERV は 、 生体 工学 に 関し て も 時 代 を 
先んじ て いる 。 その 技術 は 医療 に も 応用 され て いる 
と 考え られ 、 肉体 的 な 負傷 へ の 対応 だ け で は な く 、 
ICU の カプ セル を 始め 、 優れ た 医療 機器 や 設備 の 開 
発 に も 一 役 買 っ て いる こと だ ろう 。 

NERV 本 部 内 に は 人 材 、 技術 、 設備 な ど が 揃っ た 
中 央 病院 が あり 、 総合 的 な 検査 や 治療 が 可能 。 特 
に 脳神経 科 は 、 EVA と の 神経 接続 を 行ない 、 常 に 精 
神 汚 染 の 危険 が つき まとう 適格 者 の た め に ある と い 
っ て も 過言 で は な い 。 その た め 、 脳 神経 に 関す る 医 
療 機 器 は 最 先端 の も の を 揃え て いる と 推測 され る 。 


適格 者 を ケア する 


設備 


Medical 
Equipment 


| 


/ 


財 IMEDICALEGUIPMENT 
| 


療 機器 
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EDICAL EQUIPMENT 


検査 用 の 最 先端 ベッ ド か ら 単 純 な 作り の ベッ ド ま 
で 、 用 途 に よっ て 複数 種類 の 医療 ベッ ド を 用 いて い 
る NERV 本 部 の 中 央 病院 。 主 に 介護 用 と し て 使わ れ 
る 角度 調整 可能 な ギャ ッ ジ アッ プ 式 な ど 、 多 機 能 タ 
イプ の ベッ ド は 見 られ な い 。 基本 的 に は 本 部 勤め の 
人 間 が 一 時 的 に 使う も の で 、 長期 入院 は 想定 され 
て いな い の か も し れ な い 。 な お 、 
非常 時 に スム ー ズ な 移動 を 行 な 
うた めか キャ スタ ー 付 き ペ ベッ ド が 
ほとん ど で 、 動か し や すい よう 
に 部 屋 も 広い よう だ 。 


墨 者 の パー ソナ ルカ ー ド = 
患者 の 医療 情報 を 記録 し た カー ド 。 ペッ ド 
に は 必ず 付け て あり 、 使用 する 患者 の 名 前 
の ほか 、 投 薬 の 種類 や 服用 タイ ミン グ な ど 
必要 事項 が 記載 され て いる と 思わ れる 。 


第 3 使徒 サキ エル が 襲来 
し た 際 に 、 重傷 を 負っ て 
いた ファ ー ス トチ ルド レン 
を 運 に 使わ れ た 。 
ドー ル を 固定 す 


用 
部 位 が あり 、 左右 に は 
ll 計 4 ヶ所 の 取手 が ある 。 


を 簡易 ベッ ド 


中 央 病院 内 で 使わ れ て いる 通常 の ベッ 
ド 。 簡易 ペ ッ ド と は 違い 、 が っ し り と し た 作 
り に な っ て いる 。 それぞれ 番号 で 区 別 さ れ 
て お り 、 患者 の 頭 部 に 位置 する コ の 字 型 の 
部 分 に は 薬 を 入れ る スペ ー ス が 設け て ある 
ほか 、 牽引 用 の 取手 も 存在 。 な お 、 パー ソ 
ナル カー ド も この 部 分 に 付け て ある 。 


第 


い 


置 


5 使徒 ラミ エル の 加 粒 
胸 を 浴び た EVA 初 号 


、 医療 ペッ ド で 緊急 処 
[ 室 に 運ば れ た 。 


中 央 病院 内 の 緊急 処置 室 に ある ICU (Intensive 
Care Unit) の カプ セル 。 高度 な 治療 や 容態 の 管理 


と な る 。 その 際 に ICU へ と 
送 さ れ 治療 を 受け た 。 


容態 を モニ ター し て お り 、 脳 
流 や 心音 な ど 4 系 統 の 生命 活 
動 値 が セー フ テ ィ ライ ン を 越 
え 、 患者 の 意識 が 戻る と 自動 
的 に 肩 が 開く 仕組 み 。 


置物 流 ・ ア ス か ラン グレ ー 
量 齢 原 ト ウジ 


\ 接 続 部 の アッ プ 


すす カプセル 使用 時 


の 


全 カ プ セ ル 全 体 


最 先端 技術 を 用 いた 医療 


“ある 治療 カプ セル 。 下 
外部 コネ クタ ー か ら は ライ 
ン ケ ー ブ ル が 多数 伸び 
= な お 、 NERV 独 自 の 
うか は 不明 。 
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15 年 振り に 出現 し た 合 


し 、NERV は 国際 的 極 入 プ ロジ ェクト を 組み 建造 し て いた 対 合 徒 張 減 用 兵器 


人 造 人 間 エ ヴァ ン ゲ リオ 


走 。 凄まじ い 攻 撃 を も っ て 第 3 使徒 サキ エル を 圧倒 する 。 2 体 の 巨人 が 激突 する その 様 は 、 人 類 が 初め て 目 ( 


エヴァ ン ゲ リオ ン の 起動 、 
お よび EVA 初 の 対 使徒 戦 
TAC T 

セカ ンド イン パク ト 後 、 予想 され た 使徒 製 来 に 備 
えて 、 14 年 の 歳 月 と 巨額 の 予算 を 投じ て 極秘 裏 に 
建造 が 進め られ て きた 汎用 人 型 決戦 兵器 エヴァ ン 
ゲ リ オ ン 。 この カウ ンタ ー ウ ェ ポ ボン の 初 の 実戦 投入 
は 、 15 年 ぶり に 出現 し た 使徒 で ある 第 3 使徒 サキ エ 
ル を 迎撃 し た 「 第 3 新 東京 市 街 戦 ] で あっ た 。 

当初 、 サ キ エ ル の 迎撃 に は 、 国連 軍 が 当たっ て 
いた が 、 通常 兵器 で の 多 減 は 不可 能 に 近く 、 結局 、 
作戦 の 全 指揮 権 は NERV へ と 委譲 され る 。 当時 、 
NERV 本 部 は 零 号機 と 初 号 機 、 合計 2 機 の エヴァ ン 
ゲ リ オ ン を 所 有 し て いた が 、 零 号機 は 起動 実験 の 
失敗 に より 凍結 中 。 よっ て 、 必然 的 に 初 号機 を 投 
入 す る こと に な る が 、 初 号機 は パイ ロッ ト と の ハー 
モニ クス テス ト す ら 行 な われ て いな い 状 態 で あっ た 。 
また 、 初 号機 の パイ ロッ ト は 訓練 すら 受け て いな い 
素人 で あり 、 迫り 来る 使徒 に 対し て 万 全 の 備え ど 


ころ か 、 その 起動 すら 危ぶま れる 状況 で あっ た 。 も 
っ と も 、 EVA の 起動 確率 は 限り な く 0 に 近い と され 、 
そもそも 第 3 新 東京 市 街 戦 以前 に は 起動 実験 の 成 
功 例 すら な か っ た の で ある 。 し か し 、 初 号機 の パイ 
ロッ ト は 、 初め て の 搭乗 と は 思え ぬ シ ンク ロ 率 を 記 
録 し 、 初 号機 の 起動 を 成功 させ る 。 さら に シス テム 
も 安定 する な ど 驚 嘆 す べき 適性 を 発揮 、 つ い に EVA 
が 実戦 投入 され る こと と な る 。 

か くし て 、 史上 初 の EVA 対 使徒 の 戦闘 が 現実 の 
も の と な っ た が 、 ハン ガー か ら リ フト ・ オ フ し た 初 号 
機 は 歩行 する の が や っ と の 状態 で あっ た 。 当然 、 初 
号機 は 使徒 の 一 方 的 な 攻撃 を 受け る こと と な り 、 反 
撃 す る こと な く 完 全 に 沈黙 し て し まう 。 この 時 点 に 
お いて パイ ロッ ト の 生死 は 不明 (救出 に も 失敗 )、 初 
号機 の 全 シ ステ ムダ ウン と 作戦 継続 は 不可 能 に 思 
。 し か し 、 驚く べき こと に 初 号 拍 は 突如 と し 
動 を 果たす 。 が 、 初 号機 は パイ ロッ ト の 制御 
、 い わ ゆ る 暴走 状態 と な っ て いた 。 初 号機 
か ら 和 解き放た れ た よう に 圧倒 的 な 能力 を 発 


Ilustration by Tomotake Kinoshita 


出撃 させ た 。 一 度 は 窮地 に 追い 込ま れ た 初 号機 で は あっ た が 、 突如 暴 
で あっ た 。 


揮 、 瞬時 に 形勢 を 逆転 させ る 。 最終 的 に 使徒 は 自 
爆 し て 戦闘 は 終結 。 初 号機 は 勝利 を 収め た 。 また 、 
爆発 に 巻き 込ま れ な が ら も 初 号機 に 大 き な 損 傷 は 
な く 、 戦闘 後に は パイ ロッ ト の 無事 も 確認 され て い 
る 。 

EVA の 初 起動 、 対 使徒 戦 の 勝利 と 結果 こそ 出 た 
が 、 サキ エル 戦 に お ける 初 号 機 は ほぼ 制御 不能 で 
あっ た こと も 否め な い 。 また 、 突然 の 再起 動 と 暴 


走 、 お よび 破壊 的 な 戦闘 行動 に つい て の 根本 的 な 
原因 は 解析 で き て お ら ず 、 今後 も 問題 を 抱え た ま 
ま の 運用 が 続く こと と な る 。 し か し 、 この 戦闘 デー 
タ は 確実 に 蓄積 され て お り 、 の ち に 出現 する 新た な 
使徒 と の 戦い に つなが る 一 戦 と な っ た と いえ よう 。 


15 年 ぶり に 人 類 の 前 
議 へ 次 を 現し た 使徒 。 
| 自己 修復 と 合わ せ 、 
能力 の 追加 増幅 も 可 
能 。 両 腺 に は 光 の 槍 
が 装備 され て いる 。 


ョ サー ド チ ルド レン 
四国 連 軍 
"NERV 
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800 + EE 史上 初 の EVA の 実戦 投入 と な っ た サキ エル 戦は 、 NERV に と っ て も 初 の 実戦 で あり 、 本 部 周辺 の 迎撃 シス テム の 稼働 率 は 7% 台 と い ーー 
3 > ;! CX う 低 さ で あっ た 。 加え て 、 初 号機 へ の 武装 も まだ 完了 し て お ら す ず 、 初 号機 は 武装 を 施さ れ な いま まで の 出撃 と な っ た 。 


1 初 号 機 の 出撃 
初 号 機 の 発進 シー タク エン 
ス は 迅速 に 行なわ れ 、 約 120 


秒 (エン トリ ー プ ラグ 挿入 か 
ら 機体 の 射出 口 へ の 移動 ま 


急ぎ 出撃 し た 初 号機 だ 
に し て 転倒 し て し まう 。 わずか な 歩行 し か で きず 。 


2 EVA と 使徒 と の ファ ー ス トコ ンタ クト 
転倒 後 、 使徒 に 頭 部 を 舞 

こ 初 号機 は 、 防御 機能 
が 作動 せ ず 、 使 徒 の 攻撃 に 
きら きれ る 。 使徒 の 腕 部 より 
発射 され た 光 の 格 が 8 度 に 
渡っ て 右目 部 分 を 直撃 。 頭 
敬 を 貫通 され 、 さら に ビル に 
激突 し 


使徒 に 捕らえ られ た 初 号機 は 、 
為す 術 な くそ の 攻撃 を 受け る 。 


3 初 号 機 の 再起 動 

ビル まで 飛ば され た 初 号 
機 は 、 パ イロ ッ ト と の 神経 接 
続 が 切断 。 活動 維持 に 問題 
が 発生 し 、 エン トリ ー プ ラグ 
の 射出 信号 も 受け 付け ず 沈 
黙 す る 。 だ が 、 突如 と し て 再 


起動 し 、 無 制御 下 で の 活 不気味 な 走 睦 を 上 6 ー 
動 = 暴走 を 開始 し た 。 か っ て ゆく 
4 初 号 機 の 反撃 
初 号 機 は 目標 へ と 疾 撃 。 
破損 し た 左腕 を 復元 し 、 き 
ら に AT 下 フィ ー ル ド を 発生 き A 
| せ て 敵 の AT エフ ィ ー ル ド へ 侵 EE s 
食 。 使徒 は 怪 光線 を 放ち 応 ① AT フラ ネー ルド 中 和 
戦 する も 効果 な く 、 初 号機 
は 淫 の 胸部 を 引き ちぎ り 、 続 号機 は 、 使 徒 の AT. 
| け て 蹴り を 放っ た 。 フィ ー ル ド を 容易 に 打ち 破る 。 
5 使徒 の 自爆 
ビル ご と 吹き 飛ん だ 目標 
を 、 初 号機 は 組み 伏せ 殴打 。 
続け て 便 徒 の 鋭角 的 な 部 位 
を も き ぎ 取 り 、 それ を 用 いて コ 
ア 部 分 に 攻撃 を 加え る 。 使 
徒 は 初 号機 に 巻き つき 自 
爆 。 し か し 、 初 号機 は 全 在 
で あり 、 戦闘 は 終わ る 。 は 最後 の 手段 と し て 自爆 し た 。 
「 第 一 次 直上 会 戦 」 と も 呼称 され る 使徒 と の 決戦 
は 深夜 に 行なわ れ た 。 経験 値 0 の パイ ロッ ト が 起動 
8 \ た 初 号 に こと は 賞 
ON (6000 8 EVA 初 号 機 の 起動 
其 す べき 事実 で ある が 、 戦闘 は 困難 を 極め る 。 だ が 、 サキ エル 戦 に て 、 初め て EVA に 搭乗 た サー ド チル ド 
初 号機 の 暴走 に より 敵 を 茎 滅 。 最終 的 に は EVA の レン は 、 事前 の テス ト な ど 一 切な く 、 し か も プラ の テマ 
有効 性 を 示す 結果 と な っ た 。 が 、 初 号機 は 中 破 。 AA 


ス も 正常 値 を 保っ て いた 。 これ は 、 起動 
NERV 側 の 被害 も 大 きく 、 葛城 一 尉 は [苦渋 の 戦闘 


で あっ た ] と 報告 午 に 記し て いる 。 な お 初 号 提 の 捕 と の 同和 に お 5 導 応 区 欄 に 初め て 失 和 未経験 な が ら 、 サー ド チ ルド レン は 
修 真 用 は 、 修 理 中 で あっ た 堆 号機 の も の と 合わ せ 初 号機 の 歩行 を 成功 
て 、 国家 が 傾く ほど の 額 で あっ た と 言わ れ て いる 。 
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どこ と も 知れ ぬ 場 所 で 6 人 の 男 が 語り 合っ て いた 。 人 
類 補完 委員 会 の 面々 と 碗 ゲン ドウ で ある 。 委員 会 の メ 
ン パ バー は 、 これ まで の 使徒 と の 攻防 を 改め て 見 直し な が 
ら 、 数 々 の 不安 要素 を 指摘 し て は ゲン ドウ に 苦言 を 呈 
する 。 特 に 彼ら が 確認 し た か っ た の は 、 第 11 使 徒 が 
NERV へ 侵入 し た と いう 情報 の 真 偽 だ 
起こ れ ば 、 すべ て の 計画 が 水泡 に 帰 


じ 」 頭 を 押さ える シン ジ 。 いく つ 
駆け 巡る 。 そし て 最後 に 、 目 を ぎょ 


の 神経 パル ス に ビア ラー ト ぎ 2s り ロト 
に 精神 汚染 が 発生 し 、 零 号機 殿 走 を は じ め た の だ 。 


s 商 きぐ 人 更 漠 上 護 古 さ 


ひき きら 艇 


甘 選 「 っ き SN( 簡 


制御 不能 に 陥っ た 堆 号 機 は 
イ に 、 ミ サト が 下がれ と 叫ぶ 。 その 光景 は まる で 、 か 


が ら る 窓 を 無 情 に 眺め る レ 
つて の 零 号機 暴走 事 昌和 表す る か の よ うな 光 


特 人 メ ゲ 機 レ 機 レ 
半 < 
NIIUO = | 
議員 ら 委 抱 ジ 質 
が 会 非 上 話 試 
開 ` 難 会 験 験 
か さ の ( 選 を 
れ れ 参 開 
る る 加 人 


SEELE 


。。 @NERV は 部 


試験 中 、 不 可 解 な 白昼 要 に さら され る レイ 閉 り 名 
地下 実験 場 で は 第 1 回 機体 相互 互換 試験 が 始ま ろう と し て い が ぎ 機 
2 と レイ の 機体 を 交換 し て 搭乗 させ る と いう 試み だ 。 ア 馬入 旦 
だ け は 通常 どおり 弐号 機 で 代わ り 映 え し な い 連 動 試験 を 行 だ し 呈 
な っ て いた が ……。 初 号機 に 搭乗 し た レイ は 、 様 々 な イメ ー ジ が IN 
錯 線 する 白昼 夢 を 目 に が と リツ コ 。 横 に いる マヤ は 
二 的 し た 。 自 然 、 周 囲 の 正雪 拓 「 ダ ミー シス テム で すか 」 と 
が 映 の 人 々 、EVA。 不意 に 我 SR 依 : に ナ 固い 表情 を 浮か べ る 。 リツ 
彼 像 に 返っ た レイ は 、 初 め EN | " 欄 パ コ を 尊 散 し て いる し 、 仕 事 
そ 二 を て 乗っ た 初 号 失 の 陸 相 『 - 括 計 と は こなす 。 で も 納得 は で き 
包 可 を は どう 、 と リツ コ に 聞か 自 が ど な いと 、 マヤ は 述べ た 。 
" 詩 思 れ 、「 末 くん の 匂い が す の る 
な 有 片 る 」 と 咳 く の だ っ た 。 は と 不 
な 」 と 咳 く の だ っ は と 
な せ 自 分 は 機体 4 
交換 試験 に 参加 な レラ 
し な い の か と 問う \ 。 と に 
中 < 潔癖 症 は 人 の 間 で 生 
8 の き て いく の が つら いわ 
導き 


A.D.2015 る 病院 


外部 電源 を 落と され た 零 号 機 は まもなく 稼動 を 停 
止 し 、 プ ラグ 内 で : を 失っ て いた シン ジ は た だ ち に 
病院 へ 運び 込ま れ た 。「 こ の 事件 、 先 の 事故 と 関 
ある の ? あの レイ の 時 と 」 暗 い 部 屋 で 発 され 
ト の 問い に 、 いま は 何 も 言え な いと 答え る リツ コ 。 デ 
ー タ を レイ に 戻し 、 早急 に 追試 を 行なう と 続け た 彼女 
に 、 ミ サト は 「 作 戦 課長 と し て 可 及 的 速やか に お 願い 
する わ 」 と 冷徹 な 口調 で 告げ る の み だ っ た 。 


零 号機 は まる で レ 


部 屋 を 出る ミサ ト を 見 送っ 
た リツ コ は 「 零 号機 が 殴り 
た か - は 、 私 間 
違い な く ] と 愛 い を 幕 び た 表 


情 で ひと り ご ち た 。 


機 シ イシ 
シメ シ 
2 ング 
換 "さき イ 
試 ら の 
験 さ 
を れ 
開 る 
始 


シン ジ は 人 気 の な い 部 屋 の ペッ ド で 目覚 め た 。 遠 
く か ら テ レビ か ラジ オ の も の らし き 音 声 が か すか に 開 
こえ て くる 。 見 覚え の ある 天井 に 、 以前 担ぎ 込ま れ た 
病室 に いる の だ と 気づい た シン ジ は 、「 イ ヤ だ な …… 
また この 天井 だ ] と 力 な くつ ぶ や いた 。 一 方 、 ミ サト 
は 、 シ ンジ が 覚醒 し た と の 連絡 を 日 向 マコ ト か ら 受 け 
る 。 精神 汚染 の 後遺 症 も な いと いう 報告 だ が 、 彼女 
は も の 思わ し 気 に 「 そ う 」 と だ け 返 す の だ っ た 。 


色彩 の 欠落 し た 病室 の 天井 
を ぼん や り と 見 上 げ る シン 
ジ 。 彼 は 零 号機 が 暴走 し た 
前 後 の こ と を ほとん ど 何 も 
覚え て いな か っ た 。 


に 考 リ 
4 き ッ 
i 
走 走 
の 
原 
因 
を 


「 予 定 外 の 使徒 侵入 。 その 事実 を 知っ た 補完 委員 会 
に よる 突き 上 げ か 」 ゲン ドウ の 傍ら で 詰め 将 棋 り 
つつ 、 独り言 の よう に 咳 く 月 。[ 切 り 札 は す 
ら が 擁し て いる 。 彼ら に は な に も で きん よ 」 ゲ ンド ウ 
は すべ て 自分 た ちの シナ リオ どおり に 進ん で いる と 言 
い 切 っ た 。「 ア ダム 計画 は どう な ん だ ? 」「 順 調 だ 。 2% 
も 遅れ て いな い 」「 で は 、 ロンギヌス の 槍 は 」 [予定 通 
り だ 。 作業 は レイ が 行なっ て いる 」 

零 号機 と レイ の 再 シ ンク ロ 
も 成功 し た 。 な に も 問題 は 
な い 。 そう 言う ゲン ドウ に 、 
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キー ル か ら 計 画 遅 延 
の 苦情 が きた と ゲン ドウ 
に 伝え る 冬 月 。「 ア ダム は 
順調 だ 。 EVA 計画 も ダ 
ミー プラ グ に 着手 し て い 
る 」 人類 補 完 計画 が や や 
遅れ て いる が 、 大 勢 に 問 
題 は な いと ゲン ドウ は 述 
べ る 。 だ が 「 レ イ も か ? 」 
と いう 冬 月 の 抑 搬 に 対す 
る 返答 は な か っ た 。 


「 あ の 男 は どう する ? 」 
冬 月 の 問い に 「 好 き に 
還 語 議 させ て お くさ | と ゲン ド 
ウ は に べ も な い 。 
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加持 は NERV の 独自 調査 を 行なう の る 
ちょ うど その 頃 、 京都 に ある 工場 の 廃屋 を 探る 見 登 し 
加持 の 次 が あっ た 。「16 年 前 、 ここ で 何 が は じ ま っ 3 穫 衝 
た ん だ ……」 つぶやく 加持 。 そこ へ 連絡 員 と 名 乗 - 
る 女性 が 現れ た 。 彼女 は EVA パ イロ ッ ト の 選出 接 の 最 と 
関 で ある る マル ドゥ ッ ク 機 関 と つなが る 多数 の 企業 医科 さ 
は ほとん ど が ダミ ー だ っ た と 告げ た あと 、 加持 に 忠 を 
告 を 与え る 。「 き さま の 仕事 は NERV の 内 偵 だ 。 マ ぁ を と 
ルド ウッ ク に 顔 を 出す の は まず い ぞ ] くる の 
さめ ま 
基 い 
持 と 事 
は 気 も 

中 が 
舎 す る 
上 
Ee けけ タ の 
流 チ 目 
| を ちる 
本 る 


翌日 の 日 曜 
新調 し た スー ツ を 着 て 結 
婚 式 に 、 ア スカ は ヒカリ 
に 頼ま れ た デー ト に 、 シ 
ンジ は 母 の 碁 参 り に と 、 
それ ぞ れ 出かけ る こと に 
な っ た 。「 じ ゃ あ 」「 行 っ て 」 
「 き ます 」。 3 人 は 留守 番 
役 の ペン ペン ヘ ロ 々 に 声 
を か ける と 、 マ ンション 
を あと に する 。 


「 和 逃げ て ば か り 
ダメ よ 」: 


が 、 シン ジ は や は り ど 
ん 本 語 に か 寺 気 か な い 。 


ECiiEte 了 mm: 細 の ロー つ いい 
サテ 
ぶ l 洋 膨 記 洋 商 引 
9S 光 菩 さ で さ テ エミ 4 /, 演 滞 


ミサ ト と 加持 の 件 か う リ ツ コ 4 
結婚 式 が 始ま サト た ちと 同じ テー ブル に の も ご 
加持 の 席 も ある が 、 ま だ 姿 は 見 えな い 。 彼 の 遅刻 まま 条 
癖 を ミサ ト が 皮肉 っ て いる と 、 そこ に 当 の 本 人 が ル を トル ん 
ー ズ な 格好 で や っ て きた 。「 な ん と か な ら な い の 、 そ 作 は と 
の 無精 ひげ 。 ほら ネクタイ 曲がっ て る 」 思わず 整え て ん を 
て あげ て し まう ミサ ト を 「 夫 婦 み た いよ 、 あな た た まだ 
ち 」 と か ら か う リ ツ コ 。 一 方 の ミサ ト は 「 誰 が こん うん を 
な ヤツ と 」 と 迷惑 そう に 顔 を し か め た 。 0 
7 上 サッ 

ビ 冷 と 

る か 

a 

7 愛 り 

添 け っ 

式 が は じ ま っ て も 空 だ 加 る 
ま の 加持 の 席 。 気 を 補 ゃ 
ミサ ト は 、 彼 の 名 札 を 候 は を 
で 吹き 飛ば す 。 ミリ 
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放課後 の 清掃 時 間 。 明日 の 体 日 に 加持 と 外出 し よう と 、 
電話 を か ける アス カ 。 だ が 返っ て きた の は 平坦 な 録音 音声 
だ っ た 。 最近 、 加持 は いつ も 留守 を の だ 。 落胆 し た アス カ 
うし た の ? 」 と 声 を か ける ヒカリ 。 彼女 は 翌日 に アス 
カ が 暇 だ と 知る と 表情 を 輝 か せ 、 頼み ご と を し て きた 。 姉 
の コダマ の 友人 と デー ト し て ほし いと いう の だ 。「 ど うし て も 
紹介 し て くれ っ て 頼ま れ ち ゃ っ て さ 。 お 願い ! 」 


込む アス カ 。 加 # 
ほし い の だ 


「 え えっ 、 デー ト ォ ? 驚く アス カ 
だ っ た が 、 仲の いい ヒカリ か ら 、 
の 頼み を 結局 は 引き 受け た 。 


教室 内 を 掃除 し て いた シン ジ は 、 ふと 、 雑巾 を 絞る レイ 
に 目 を ひき つけ られ た 。 バ ケツ の 水 に 手 を 差し 入れ 、 ギュ 
ッ と 布 を 引き 絞る し ぐさ か ら な ぜ か 目 が 離せ な い 。 と 、 その 
頭 が 「 メ ー ン ! 」 と いう 掛け 声 と 共に ホウ キ で は た か れ た 。 


「 マ ジ メ に や らん か い ! 」 ホ ウキ を 突き 出し つつ 言う トウ ジ だ 
が 、「 マ ジ メ に や る の は 掃除 で し ょ !?」 と 逆 に ヒカリ か ら ツ ッ 
コ ま れ て し まう の だ っ た 。 


教室 の 床 に 膝 を 突い て 雑巾 の 
水 を 絞る レイ 。 何気ない の に 
思え る その 動 
は 何と は な し に 見 


ぼん や りす る 
で 面 を くら わせ けた ボー 較 記 
ズ を と る トウ ジ 。 し か し その 姿 調 
は 口うるさい ヒカリ に し っ か り 四 
見 られ て いた 。 


を 交わ し た 
シン ジ と ゲン ドウ は 母 の 墓標 の 前 に 立っ て いた 。「 人 は 

思い 出 を 忘れ る こと で 生き て いけ る 。 し て 忘れ て 

は な ら な いこ と も ある 。 ユイ は その か けが え の な いも の を 

教え て く ' つ に な く 鱗 舌 に 語る 父 。 写真 は な い の か 

た ず ね る ゲン ドウ は 残っ て いな いと 答え る 。「 先 

生 の 言っ て た と お り 、 全部 捨て ちゃ っ た ん だ ね 」「 す べ て は 

いま は それ で いい 」 


較 員 暗 間 一 実験 中 の 事故 で 亡くな っ 
イ だ が 、 詳しい 事 


ン パ クト で 亡くな っ た 人 々 が 多 
数 眠る 一 画 ( 
イ の 墓 は あっ た 。 
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相 も 変わ ら ぬ 実験 の 日 々 だ が 、 今日 の シン ジ は 一 段 と 暗 
い 。 明日 は 父 と 共に 母 の 幕 参り に 出かけ る 予定 な の だ 。 実 


に 問う て みる が 、 レイ は いつ も の よう 
な い 。 その 時 、 ふと 掃除 の 光景 を f 
巾 を 絞る レイ の 姿 が お 母さん の よう に 見 えた と 品 
わ ぬ こと を 言わ れ た レイ は つい 顔 を 赤らめ る 。 


記 き EVA の 実験 を モニ ター し つつ 、 
明日 、 出席 する 予定 の 友人 の 
結婚 式 に つい て 話す ミサ ト と リ 
ツ コ 。 着 て いく 服 が な い ミ サト 
は 選 案 顔 だ 。 


< 葉 に らし くも な く 動 
揺 し た レイ は 、 背中 を 向け 
まま 「 何 を 言う の よ 」 と と が め 
る よう に 咳 く 。 その 類 は な ぜ だ 
か 赤く 染まっ て いた 。 


迎え の VTOL が や っ て きた 。 
「 時 間 だ 。 先 に 帰る 」] そ う 言 っ て 
立ち 去 ろ うと する ゲン ドウ を 、 シ 
ンジ は 呼び 止め た 。「 あ の 
今日 は うれ し か っ 
と 話せ て 」 た ど 
つむ いで い 
か 」 そ ん な 一 
を 去る ゲン ドウ 。 あと に は シン 
ジ と 、 母 に ささげ られ た 花束 だ 
けが 残っ て いた 。 


勇気 を 出し て 笑顔 で 声 を か 
ける シン ジ 。 そ ん な 息子 に 
何 を 感じ て いる の か 、 ゲ ン 
ドウ の 反応 は 薄い 。 


に 見 送ら れ て ゲン ドウ を 
乗せ た VTOL が 墓地 を 離れ て 
いく 。 機体 に は な ぜ か レイ の 
次 も あっ た 。 
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SYNCHRONIZE 


人 間 の 脳幹 の 無 髄 神経 は A 系 、 B 系 、 C 系 の 神経 
核 系 列 か ら 構 成 さ れ て いる 。 特 に 中 脳 に ある 神経 
核 か ら 大 脳 新 皮質 へ の びている A“ 神 経 [ な 役 
割 を 果して お り 、 この 神経 が 刺激 され る と ドー パ ミ 
ン 、 フル アド レナ リン と いっ た 神経 伝達 物質 が 分 泌 
され 、 快感 が 生じ る 。 ドー パ ミ ン は 脳 内 覚醒 物質 で 、 
脳 を 覚醒 させ て 快感 を 誘い 、 創造 性 を 発揮 させ る 
重要 な 神経 伝達 物質 で ある 。 一 方 の ノル アド レナ リ 
ン は 神経 を 興奮 させ る 神経 伝達 物質 で 、 覚醒 、 集 
中 、 積極 性 の 発現 や 、 痛み を 感じ な くす る と いっ た 
働き が ある と 共に 、 敵 に 遭遇 する と いっ た 緊急 反応 
の 際 に 分 泌 さ れ 、 交感 神経 を 刺激 。 血 圧 や 心拍 数 
を 高め る 作用 が ある 。 さら に A" 神 経 は 脳 中 で 精神 系 
を 通る 唯一 の 神経 で ある と 考え られ て お り 、 快感 神 
経 ま た は 殿 惚 神経 と も 呼ば れ て いる 。 

EVA と 操縦 者 の 神経 接続 一 一 神経 を 双方 向 に 交 
流さ せ て 意思 を 伝達 し 、 同調 (シン クロ ) を 行なう た 
め に は 、 A 系 列 の 神経 核 一 一 と り わけ A" 神 経 が 最も 


SYNCHRONIZE 


ンク ロ 


YNCHRONIZE 


試行 と し て の 機体 相互 互換 試験 な ども 行なわ れ た が 、 実戦 及び 試験 に お いて 、 EVA の 操縦 者 は 原則 と し て 一 機体 に つき ひと り し か 存在 し な い 。 
この 事実 は 、 EVA と の 同調 が いか に 困難 で ある か を 物語 っ て いる と いえ よう 。 


重要 と され て いる 。 た だ 、 この A 神経 に は 、 接続 に 
お いて 多 す ぎる 伝達 物質 を 吸収 し 、 分 泌 量 を 厳密 
に 調整 する オー トレ セプター( 自 己 受容 体 ) が 存在 し 
な い 。 そのため 、 過剰 な 分 泌 を 抑制 し 、 う まく 働け 
ば 分 泌 量 を 一 定 に 保つ 「 負 の フィ ー ド バッ ク 」 と 呼ば 
れる 仕組 み が 働か な い 。 こう いっ た 神経 伝達 物質 の 
抑制 が 掛か ら な い 箇所 で の 神経 接続 は 、 精神 汚染 、 
さら に は EVA へ の 取り 込み と いう 危険 が 付き まとっ 
て いる と いっ て も 過言 で は な い 。 無論 これ ら の 問題 
点 は NERV も 承知 の こと で ある と 考え られ 、 制御 神 
経 に よる 制御 を 行なっ て いる 可能 性 も ある 。 た 
NERV 最 高司 令 官 で あり 、 初 号機 専属 操縦 者 の 父 
親 で も ある 碗 ゲン ドウ は 、 初 号機 の 暴走 が 予定 通り 
の 出来 事 で あっ た か の よう な 言葉 を 口 に し て いる 。 使 
徒 と の 閉 置 に お いて 北 度 と な く 暴 走 し て いる 初 号 機 
に つい て は 、 あ る い は 意図 的 に この 制御 を 行なっ て い 
を いも の と も 考え られ る が 、 その 真意 は 不明 で ある 。 
ちな を み に 、 EVA 各 機 に は コア と 呼ば れる も の が 存 
在 し 、 それ ぞ れ 固有 の 神経 パル ス の パタ ー ン を 持っ 
て いる と 考え られ て いる 。 操縦 適格 者 は 原則 と し て 
「14 意 の 子供 | に 限定 し て 選出 され て いる が 、 NERV 


が 所 有する EVA の うち 、 初 号機 で は 和 ユ イ が 接触 実 
験 に 失敗 し 、 初 号機 に 取り 込ま れ て いる 。 また 、 
EVA 弐号 機 で は 物流 ・ キ ョ ウ コ ・ ツ ェ ッ ペリ ン が 接触 
実験 に 失敗 し 精神 汚染 を 受け る 結果 と な っ て いる 。 
仮に 彼女 た ち が 神 経 パ ルス の パタ ー ン に 影響 を 与え 
て いる な ら ば 、 その 子供 で ある 和 シ ンジ 、 物流 ・ ア ス 
カ ・ ラ ング レー と EVA 各 機 の シン クロ は 容易 か っ た 
も の と 考え られ る 。 開発 当初 か ら 予 め 「 使 徒 に 対抗 
し うる 戦力 」 に 位置 づけ られ て いた EVA と いう 存在 
を 考察 し た と き 、 意図 的 に 母親 の 魂 が 込め られ た コ 
ア を 用 意 し 、 その 子供 を 専属 操縦 者 と する こと で 、 
安定 し た シン クロ を 可能 と する 一 と いう 構図 を 想 
起す る こと も 可能 で ある 。 た だ 、 それ が 意図 的 な も 
の で あっ た か に つい て は 明らか に な っ て いな い 。 
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「 


せる の で は な く 、 主 に 人 間 の 脳幹 
時 結語 計時 に ある A 系 列 の 神経 核 に 端 を 発 
する 神経 の うち 快感 に 関係 が 深い と され る 「A 神 経 」 
を 介し た 双方 向 の 神経 接続 を 成す こと で EVA は 初め 
て 起動 、 操縦 可能 に な る の で ある 。 な お 、 神経 接続 
後 の EVA は 操縦 者 の 意思 に より 操縦 可能 と され て い 
る よう だ が 、 銃火 器 の 使用 な ど は 、 操縦 欄 を 介し た 
「 イ ンダ クシ ョ ン モ ー ド 」 で 管制 する 必要 が ある 。 

ちな み に 、 EVA 各 機 に は 固有 の 神経 パル ス の パタ 
ー ン が あり 、 操縦 者 もち それ に 酷似 し た パタ ー ン の 持ち 
主 で な けれ ば な ら な い 。 その 起動 確率 は 0.00000000 
1% と 言わ れ 、 その 確率 の 低 さ か ら 09 (オー ナイ ン ) シ 
ステ ム と 搬 され て いる 。 


神 E 

当 Al 

路 | の | EVA の 起動 、 操 綻 を 可能 に す 

の る た め に は 、EVA と 操縦 者 の 神経 
| 調 を | パル リス ( 品 よ り 発 せら れる 徴 か な 
| ウ 由 電流 ) を 双方 向 に 伝達 させ る こと 
| ココ 用 放 | に より 、 ま すず 神意 回 路 を 同 明 (シン 
| ク | ンク ロ ) さ せる 必要 が ある 。 た だ 
| ロ る | し 、 すべ て の 神経 回 路 を 同調 き 
| | 


テス ト も 受け ず に EVA 初 号 
機 に 搭乗 し 1 
が 抽 い な が ら も EVA を 操 
は 、 互い の 神経 パ 
が 酷似 し て 

いた か ら に 他 な ら な い 。 


EVA の 起動 及び 活動 時 
EVA と 操縦 者 の 同調 を 意味 する シン クロ の 他 に 


葉 が 使わ れる ご 


進 の 指令 が 下さ れる 。 
綻 者 それ ぞ れ の 神経 接続 の 同 
(同期 ) の 度合 を 表 
者 の 神経 接続 ( 


えら れる が 、 EVA 関連 の 資料 は 機密 事項 
詳細 は 一 部 の 職員 


れれ ば EVA の 活動 
us 障 は 


時 に 操縦 者 が 着用 する 戦闘 服 。 体 に 密着 する 構 
造 に な っ て お り 、 左腕 の スー ツ フ ィ ッ トス イッ チ を 押す と 体型 に 
合う よう 収縮 する 。 生命 維持 装置 な どの 多彩 な 機能 を 持つ 
ほか 、 神経 接続 の サポ ー ト を 行なう 機能 が ある 。 な お 、 神経 
接続 を 効率 よく 行なう た め と 思わ れる が 、 下着 は 身 に つけ な 
いで 着用 し て いる 。 ちな み 
に 、 スー ツ を 着用 し な く て 
も EVA と の 神経 接続 は 可 
能 で ある と され て お り 、 
EVA の オー ト パ イ ロ ッ ト 実 
験 に お いて は 、 プ ラグ スー 
ツ を 着用 し な い 状 態 で 実 


験 が 行なわ れ た 。 
ee イン ター フェ イス ・ ヘ ッ ト 


EVA と の 神経 接続 の た め 、 操縦 者 が 頭 部 に 装着 する イン 
ター フェ イス 。 そ の 詳細 は 明らか に され て いな い が 、 EVA と シ 
ンク ロ す る 際 に バイ ロッ ト の 神経 バル ス を ピッ クア ッ プ する 重 
要 な 装置 と 考え られ て いる 。 た だ し 、 装 症 せ ず に EVA に 搭乗 
する ケー ス も 少 な か ら ず あ り 、 EVA と の シン クロ を 図る 上 で 必 
須 の 装置 で は な いよ うだ 。 
な お 、 基本 的 な 形状 は カ 
ee 区 流 ・ 
アス カ ・ ラ ング レー の も の 
の み は 髪 留め 型 で あり 、 彼 
女 は EVA 搭 乗 時 以外 に も 
アク セ サ リ ー と し て 愛用 し 
て いる 。 


操縦 者 の 呼吸 、 衝撃 吸 収 、 神 経 伝達 を 助け る 役割 を 担っ 
て いる L.C.L. は 、 同時 に EVA と 操縦 者 の 神経 接続 を 容易 に 
する 媒介 の 役目 を 果たす と 言わ れ て いる 。 その 理由 に つい て 
は 、 し L.C.L. 自 体 の 効能 と も 、 操縦 者 が 無重力 に 近い 状態 に 置 
か れ て 一 種 の 変性 意識 状態 (いわ ゆる 「 悟 り 」 に 近い 状態 と 推 
定 さ れる ) に な る た め と も 
考え られ て いる が 、 その 組 
成 式 や メカ ニズム は 解明 
され て いな い 。 また 、 NERV 
内 部 に お いて も その 生成 
方 法 が 不透明 で あり 、 そ 
の 詳細 を 知る 者 は ご く 一 
部 で ある よう だ 。 


EVA 起動 時 の 信号 伝 経 路 ー 


EVA 起動 時 に は 、 様 タ な 接続 手順 を クリ ア 
し 、 操縦 者 と EVA の 神経 回 路 を 同調 させ る 。 
以降 は イン ター フェ イス ・ ヘッド セッ ト 、 プラ グ ス 
ー ツ 、 LC.L_、 エ ント リー プラ グ を 通し て 両者 の 
神経 を 双方 向 に 交流 、 同 調 さ せる た め 、 EVA に 
対す る 攻撃 は すべ て 操縦 者 に 伝わり 、 その 痛み 
も また フィ ー ド バッ ク さ れる 。 な お 、 NERV 本 部 
の 発令 所 か ら 神 経 接続 の 調整 が で きる た め 、 緊 
念 時 に は 強制 的 に 接続 を 遮断 する 場合 も ある 。 


エン トリ ー プ ラグ 内 の コッ ク 
ビッ ト 位 置 を 移動 する ( 深 
度 を 下げ る ) こと で 、 神経 
接続 を 強化 する こと も 可 
能 。 し か し 、 精神 汚 染 の 危 
険 性 も 増す こと と な る 。 


⑨GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GGAINAX- カラ ー/EMA 胡 作 委 員 会 
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呈 シ ンク ロ 率 を 表す グラ フ 

クロ の 度合 を 表す シン クロ 率 は テス ト 、 起動 、 活 動 
時 、 グ ラフ や メー ター に よっ て 数 値 化 さ れる 。 この グラ フ を 
読み 取る こと で 、 稼働 率 の 高低 を 判断 する の みな ら ず 、 操 
縦 者 の 精神 状態 な ども 把握 する こと が 可能 と な る 。 た だ 
し 、 それら の 読み と り が 可能 で ある の は 、 E 計 画 に 携わる 
者 や 司令 部 に 身 を 置く 者 に 限ら れる よう で 、 作戦 司令 部 
は それ ら を ひと つの 判断 材料 と し て 作戦 の 立案 、 作戦 行動 
中 の 指示 等 を 行なう 姿 が 見 受け られ る 。 


も いく つか の グラ フ が 確認 さ 
れ て いる が 、 それ ら の 意味 す 
る と ころ に つい て は 明らか に | 
され て いな い 。 


eg 波形 グラ 


司令 部 の ディ スプ レイ 等 に 表示 され る 
波形 グラ フ 。 最も 基本 的 な タイ プ と 思わ 
れる と の グラ ラフ は 、 EVA 及び パイ ロッ ト の 
神経 パル ス の 周波 数 を グラ フ 化 じ た も の 
と み ら れる 。 詳細 は 不明 だ が 、 シン クロ 率 っ 


が 高まる と それ ぞ れ が 描き 出す 波形 ( 青 が 
EVA、 赤 が 操 継 者 ) が 近づい て いく 。 シン 
クロ 関連 の デー タ を 視覚 的 に も 確認 で き 
る グラ フ と いえ よう 。 


双方 向 回 線 を 義 い た 
る 。 波形 が 重なり 白い 波形 と な る 現象 は 、 
な お 、 信 号 が 検出 で き な く な っ た 場合 


スレ ベル が 既定 値 に 達する と シン クロ : TE 
発進 準備 ある い は 起動 倍 上 時 に 発生 する 。 


、 波形 が 消失 する と いう 事象 も 見 られ る 。 | 


上 am レベ ル グ ラ フ 


EVA の エン トリ ー プ ラグ 内 で 表示 され で 
いる 、 シン ク 口 率 を モニ ター する た め の グ 
ラフ 。 ふた つの 曲線 で 様々 な 情報 を 表す 
波形 の シン クロ グラ フ と は 異な り 、 到達 し 
た レベ ル を メー ター の 数 値 で 確認 で きる 。 
エン トリ ー プ ラグ 内 に 表示 され る 操縦 者 用 


の イン ジ ケ ー タ ー の ひと つ で ある た め 、 あ 
くま で 確認 の し 易 さ を 優先 し て 用 意 さ れ た 
も の と 思わ れる 。 


早計 測 を 目的 と し た 実験 

NERV に お いて は 様々 な EVA 関連 の 実験 が 繰り 返さ れ 
て お り 、 その 中 に は 当然 、EVA と 操縦 者 の シン クロ 率 向上 
と 現状 把握 を 目的 と し た 実験 も 行なわ て て いる 。 シン クロ 
テス ト と 呼ば れる この 実験 は 赤木 リツコ の 指示 の も と に 行 
な われ た が 、 そこ に は 必ず 使徒 戦略 の 現場 指 近 を 担う 草 
域 ミ サト も いた 。 シン クロ 率 が 高い ほど 、 パイ ロッ ト の 意思 
通り に EVA を 操縦 する こと が で きる と され て いる た め 、 彼 
女 も その 動向 を 見 叶っ て いた の だ ろう 。 


昌 実 測 さ れ た シン クロ 率 の 一 例 

実戦 及び 実験 で の シン クロ 率 に つい て は 近 一 計 渦 
て いる よう だ が 、 具体 的 な 数 値 が 明らか に 
め て 少な い 。 唯一 具体 的 な 数 値 が 明らか に され た の が 、 シ 
ンジ が 初め て EVA 初 号 機 に 搭乗 し た 際 に 記録 し た 41.396 
と いう 数 値 で ある 。 ちな み に この 数 値 自 体 は 、 当時 の アス 
カ の 記録 を 下回っ て いた 。 だ 
せ た こ と と この 数 値 を 記録 し た こと は 、 驚 尼 に 値する も の 
で あっ た よう だ 。 


VA 呈 機 に 搭乗 し て 第 6 使徒 を 上 旧 
ベル グラ フ で は 、 メ ー タ ー の 致 値 は 100 を 大 幅 
どい いう 未森 リツ コ の 言葉 か ら も 、 邊 健 す べき 結果 で あっ た こと か 誠 え る 


2 と アス カ 。 その 際 に 表示 され で いた レ 
え で いた 。[ シ ンク 品 値 の 記録 更新 よ 」 


vV 


シン クロ 


シン クロ 率 と は EVA の 操縦 に 際 
し 、 EVA と 操縦 者 と の 同調 度合 
を 示す 数 値 で ある 。 通常 百分率 
で 表 さ れる シン クロ 率 は 、 様々 な 放 
シン クロ グラ フ に よっ て 計測 され | 
て いる 。 も ちろ ん シン クロ グラ フ 上 
以外 に も 様々 な グラ フ が 存在 する 
が 、 作戦 司令 部 の 対応 を 見 る 限 | 
り で は 実戦 及び 実験 に お いて 、 最 困 計 
も 注目 すべ ぐ き グラ フ は シン クロ グラ フ の よう だ 。 その 
数 値 は 高い 方 が 良く 、 ふた 桁 を 割る と EVA は 活動 で 
き な い (あるいは 起動 し な い ) と され て いる 。 

な お 先 に 述べ た 通り 、 シン クロ は 主 に A" 神 経 を 介 
し た 神経 接続 に よっ て 行なわ れる た め 、 シン クロ 率 も 
操縦 者 の 感情 、 精神 状態 に よっ て 上 下す る 性 質 を 持 
つて いる 。 その た め 、 いか に 優れ た 素質 を 持つ 操縦 
者 で あっ て も 精神 状態 が 不安 定 な 場合 は 、 EVA を 十 
分 に 操縦 で き な い と いう 事態 に 陥る こと と な る 。 


「 シ ンク ロ 率 は 表層 的 な 
体 の に は 左右 され 
な いわ 」、「 問 題 は も っ と 
深層 意識 に ある の よ 」 と 
いう リツ コ の 言葉 は 、 精 
神 面 の 脆 さ は 致命 的 で 
ある こと を 物語 っ て いる 。 


シン クロ テス ト 。 シ ドア スカ を 上 回 る 
テス ト プ ラ グ を 用 いて 行なわ れ た 。 


対 使徒 戦 や 
と 思わ れる 


具体 的 な 数 値 


2015 年 以降 、 次 々 に 襲来 する 
使徒 と の 実戦 。 さら に NERV 内 で 
繰り 返さ れる 実験 に お いて 、 EVA 
と 操縦 者 と の 同調 度合 を 示す シ 上 
ンク ロ 率 が つぶ さ に 記録 され て い 
た も の と 思わ れる 。 た だ 、 その ほ 
と ん どの 事例 で は 、 実質 的 な 数 
値 が 明らか に され て いな い 。 具体 
的 に 挙げ られ た シン クロ 率 の 中 で | 
最高 値 と 思わ れる の は 、 初 号機 
の 操縦 者 で ある シン ジ が ゼル エル 戦 の 際 に 記録 し た 
400% と 思わ れる 。 た だ し 、 理論 限界 値 を 越え る と 
自我 境界 線 を 保つ こと が 出来 な く な る た め 、 EVA に 
取り 込ま れる と 言わ れる 。 これ を 踏ま え 、 EVA を 運 
用 する 上 で 最も 高い シン クロ 率 を 記録 し た 操縦 者 
は 、 シン クロ 率 を 自在 に 操る こと が で きた と いう フィ 
フス チル ドレ ン 、 潮 カ コル で ある と 考え られ る 。 
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NT as 
i MIIIIITII 
MN 


シン クロ テス ト で の 


"| 果 に は 、 副 司令 官 
| で ある を 月 も 敬 嘆 し 
] て いた よう だ 。 


SYNCHRONIZE 


テク ジー は 
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シン クロ 率 は 数 値 が 高い ほど 
EVA を 意思 通り に 操作 可能 と され 
て いる 。 だ が 、 EVA と 操縦 者 が 痛 
覚 を は じ め と し た 感覚 を 共有 する 
こと に な る た め 、 必ず し も 100% の 
状態 が 最適 と は いい 難い 。 EVA 
に 加え られ た 物理 的 刺激 は 、 操 
縦 者 も シン クロ 率 に 応じ て 感覚 と 
全 后 二 二 二 皇 寺 壮 し て 捉え る も の の 、 それ が 実際 に 
負傷 と し て 現れ る こと は 原理 的 に は な い 。 し か し 、 シ 
ンク ロ 率 が 高い 場合 、 フィード バッ クレ ベル も 同じ く 
上 昇 し て し まう 。 その た め 、 ダメ ー ジ の 度合 に よっ て 
ば 、 最悪 ショ ッ ク 死 に 至る 可能 性 も 懸念 され る 。 な 
お 、 特殊 な 事象 で は ある が 、 シン クロ 率 が 400% を 超 
える と 個体 を 形作る と され る 自我 境界 線 が 保 て な く な 
り 、 操縦 者 は EVA に 取り 込ま れる と も 言わ れ て いる 。 


StelOy 計 叶 き ご こき 湖 ③ 


接続 を 遮断 し て いな けれ ば 、 


操縦 者 の アス カ は ショ 
する 可能 性 も あっ た 。 


TE 
oe 
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シン クロ 率 が 400% を 超え 、 
自我 境界 線 を 保 て な く な っ 
た シン ジ 。 その 姿 は 、 当然 
剛 半 PLOTVANSHED] | エン トリ ー プ ラグ の 中 に は 確 


認 で き な か っ た 。 
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| 第 7 ケイ ジ し 


最強 の 戦闘 力 を 持つ 第 14 使 徒 ゼ ル エ ル の こと 。 眼 部 より 発 
する 強力 な 怪 光 線 と 、 帯状 の 鋭利 な 腕 部 に より 攻撃 を 行 な 
う 。 EVA 弐号 機 、EVA 零 号機 の 攻撃 を 歯 引 に も か けず NERV 
本 部 へ と 侵攻 する が 、EVA 初 号機 に より 阻止 され る 。 そ の 
後 一 時 活動 停止 に 陥ら せ た 初 号 機 の コア を 破壊 し よう と す 
る も 、 再 起動 し た 同機 に より 捕食 され た 。 ゼ ル エ ル も 参照 。 


AT. フ ィ ー ル ド を 中 和 し 
た 上 で の 弐号 機 の 射 
【 半 | 団 で きえ 、 第 14 使 徒 は 
計 」 メー ジ を 全く 受け る 事 
が な か っ た 。 


輝く 二 重 螺 旋 の よう な 姿 を し た 第 16 使 徒 アル ミサ エル の こ 
と 。 EVA 零 号機 の 操縦 者 、 綾波 レイ と の 一 次 的 接触 を 試み 
た 。 そ の 過程 で 零 号機 と の 生体 融合 を 図る が 、 同機 の 自爆 
に 巻き 込ま れ 消滅 し た 。 ア ルミ サエ ル も 参照 。 


使徒 が 人 間 に 対 し 積 
極 的 な 一 次 的 接触 を 
行 な お うと し た と いう 
点 に お いて 、 第 16 使 
徒 は 興味 深い 存在 で 
あっ た と いえ る 。 


| 
| 大 深度 地下 施設 中 央 部 
| 


NERV 本 部 内 の 下層 部 に ある 施設 、 セ ント ラル ドグマ を 指 
す 。 ダ ミー プラ グ の 製造 施設 が あり 、 綾 波 レ イ を 実験 体 と 
ミー シス テム の 実験 な ども 行なわ れ て いた と 思わ れる 。 


し た 


備 か ら 伸 びる 人 体 サ イズ の 試験 管 に 入る レイ 。 ダ ミ 
| する デー タ 採 取 か 、 造 られ た 身体 を 維持 する た 
調整 か 、 そ の 目的 は 定か が で は な い 。 


| こ 
| タイ タス ・ ア ンド ロニ カス 


国連 軍 太 平 洋 艦隊 の 一 隻 。 シンベリン 沈黙 時 、 襲来 し 
6 使徒 ガ ギ エル を 捉え る こと が で き な か っ た 。 な お 、「 タ イタ 
ス ・ ア ンド ロニ カス 」 は シェ イク スピ ア 初 期 の 悲劇 。 


EVA を 収容 する ケイ ジ の ひと つ 。 第 5 使徒 ラミ エル の 加 粒 子 
砲 に よる 攻撃 を 受け た EVA 初 号機 を 収容 し た ほか 、 第 11 使 
徒 イ ロウ ル が NERV 内 に 侵入 し た 際 に EVA が 待機 し て いた の 
も 、 こ の 第 7 ケイ ジ で あり 、 メ イン で 使わ れ て いる ケイ ジ で 
ある 様子 。 な お 、 非常 用 直通 昇降 機 の R-20 で 直行 で きる 。 


衛 隊 が NERV に 攻め 入っ た 際 に も 初 号 機 が 駐 機 き れ 、 ペ ー ク 
イト に よっ て 搭乗 で を な いよ うに され て いた 。 


戦略 邊 
ラ 


第 7 ケイ ジ 直 轄 制御 室 


ヤシ マ 作 戦 の 実施 を 決定 後 、 葛 城 ミ サト が 指揮 を 執っ て い 
た 場所 。 各 ケイ ジ に は 同様 の 制御 室 が 備わっ て いる も の と 
思わ れる 。 


第 5 使徒 ラミ エル の 加 粒 子 砲 を 党 け 客 睡 し た 衛 シ 
連絡 を ト は ここ で 受け て いる 。 


| 第 7 索敵 衛星 


m' 航 空爆 雪 に よる 第 10 使 徒 サハ クィ エル へ の 攻撃 風景 を 、 最 
大 望遠 で 撮影 し て いた 衛星 。 これ に より 、r 兵 器 は サハ クィ 
エル に 対し て 功 を 奏 さ な か っ た こと が 判明 し て いる 。 


目処 が 立っ た の は 第 12 使 徒 レ リエ ル 嘩 滅 
迎撃 シス テム は よう や く 完 成 を 見 る 
の 祝賀 パー ティ は 催さ れ な いと 、 


れ て いる と 考え られ る 。 な お 、 実験 に 際 し 用 いら れ て いる の 
は テス ト プ ラ グ 。 


EVA の デー タ 収集 は よ 
く 第 7 実験 場 で 行なわ 
れ て いる た め 、 数 ある 
実験 場 の 中 で 最も 多 
く 使用 され る 場所 な の 
で は な いか と 思わ れる 。 


第 7 使徒 


分 離 、 合体 能 力 を 擁 す 第 7 使徒 イス ラフ ェ ル の こと 。 甲 と 
の 2 体 に 分 離し て EVA 初 号機 及び EVA 弐 号機 を 撃破 する 。 そ 
の 後 、 同 2 機 と の 再戦 闘 に お いて 二 点 同時 過重 攻撃 を 受け 
コア を 破壊 され た 。 イ スラ フェ ル も 参照 。 


に 分 離 、 再 統合 で き 
る と いう 特性 は 、 既存 
の 生物 に は 有り 得 な 
いも の で ある 。 


| frit コンピュータ 


有機 物 で 構築 され た 論理 回 路 を 用 いて いる コン ピュ ー タ 。 こ 
の ハー ドウ ェ ア に 、 ソ フト ウェ ア で ある 人 格 移植 OS を 用 い 
て 選考 させ る シス テム が MAGI で ある 。 な お 、 シ リコ ン な ど 
の 半導体 素子 を 用 いた コン ピュ ー タ が 第 4 世代 。 


| 第 2 隔離 施設 | 


南極 調査 船内 に ある 隔離 施設 の ひと つ 。 セ カン ドイ ン パ ク 
ト の ショ ッ ク に より 失語 症 に な っ て いた 葛城 ミサ ト は 、 こ こ 

隔離 され て いた 。2002 年 、 国 連 の セカ ンド イン パク ト 第 1 
次 調査 団 の メン バー だ っ た 冬 月 コウ ゾウ が 訪れ て いる 。 


坪 格 調査 前 ・ 第 2 内 本 陣 設 


幅 癌 施設 に いる ミサ ト 。 少 なく と も 2 年 間 、 彼女 は 
容 さ れ て いた こと に な る 。 


実験 場 の ひと つ 。 主 に EVA 操縦 適格 者 
、 シ ンク ロ 率 等 の デー タ 採 集 が 行なわ 


第 15 使 徒 ア ラ エ ル 戦 後 、EVA 弐 号機 が 収容 され た ケイ ジ 。 
第 67 番 ルー ト を 用 いて 回 収 さ れ た 。 


_ エク スト ラシー ト 


| GIOSSARY 


xtra Sheet 


第 2 次 稼動 延長 試験 | 


| 第 2 次 直上 会 戦 | 
| 


第 5 使徒 ラミ エル と の 戦闘 で の 損傷 か ら 復 帰 後 、 改装 を 施し 
た EVA 零 号機 を 使用 し て 行なわ れ た 実験 。 そ の 名 称 か ら 、 
アン ビリ カル ・ ケ ー ブ ル が 断線 し た 際 の 活動 限界 を 延長 する 
た め の 実 験 と 思わ れる が 、 詳 細 な 内 容 は 不明 。 

| 


第 4 使徒 シャ ムシ エル と EVA 初 号機 の 戦闘 の 名 称 。 人類 補 
完 委員 会 特別 召集 会 議 に よる 使徒 の 総括 に お いて 用 いら れ 
た 。 こ の 総括 で は 、 鈴 原 ト ウジ の 作文 (抜粋 ) と 洞 木 ヒ カ 
リ の 手記 (一 部 ) と いっ た 第 3 新 東京 市 民 の 肉声 も 検証 材 
料 と され た 。 な お 、 原 形 を 留め た 使徒 の サン プル を NERV が 
入手 し た 初 の 戦闘 と いえ る 。 


第 2 実験 坦 


相互 変換 を 0.01 下 げ て 
第 3 新 の 大 停電 に よ 


変換 効率 が 理論 値 よ り 0.008 低 か っ た 
再 実験 を 行なっ て いた が 、NERV を 含 
り 試験 中断 さ れ た 。 


| 第 2 次 ジオ フロ ント 攻防 戦 


第 14 使 徒 ゼ ル エル 戦 の 名 称 。 ジ オフ ロン ト 内 部 に まで 攻め 
込ま れ 、NERV 本 部 最大 の 被害 を 受け た 戦闘 で ある 。 こ の 
戦い で EVA 零 号機 、EVA 弐 号機 が 大 破 、 第 1 発令 所 は 破壊 
され 使用 不可 能 と な っ た 。 な お 、 ゼ ル エ ル 以 前 に ジオ フロ ン 
ト へ 侵入 を 果たし た 使徒 は イロ ウル の み 。 従 っ て 第 1 次 ジオ 
フロ ント 攻防 戦は 対 イ ロウ ル 戦 と 推測 され る 。 


NERV 本 部 内 に ある 実験 場 の ひと つ 。 主 に EVA の 起動 実験 
に 使用 され る 場所 で ある も の と 思わ れる 。 そ の た め 、EVA が 
制御 不能 と な っ た 場合 を 想定 し た 強固 な 造り と な っ て お り 、 
特殊 ペー クラ イト の 噴出 機構 な ども 備え 持つ 。 EVA 震 号機 
の 起動 実験 、 お よび 再起 動 実 験 は ここ で 行なわ れ て いる 。 な 
お 、 こ の 第 2 実験 場 の 管制 室 は 、 起動 実験 の 際 に 暴走 し た 零 
号機 に より 破 填 され 、 し ば らく 使用 不能 と な っ て いた 。 


O 


っ の 


第 2 実験 場 で 行なわ れ た 実験 が 全う され た 場面 は 見 られ な い 。 零 号 
機 の 再起 動 実験 も 第 5 使徒 ラミ エル の 襲来 に より 中 断 さ れ て いる 。 


| 第 2 次 整備 計画 


| 第 2 使徒 


EVA の 建造 配備 計画 と 考え られ る 。 第 14 使 徒 ゼ ル エ ル 織 減 
後 、 世 界 7 ヶ 所 で EVA13 号 機 ま で の 建造 が 開始 、 予 算 も 倍 
増 され た 。 こ の 情報 を 上 海 経由 で 得 た 日 向 マコ ト は 、 第 2 次 
整備 に 向け て 予備 戦力 の 増強 で は な いか と 葛 ト に 報 
告 し て いる 。 し か し な が ら 、 実 質 は 人 舌 補完 ョ 


地球 上 の 生命 の 始 源 と され る リリ ス が 第 2 使徒 だ と 考え られ 
る が 、 定 か で は な い 。NERV 本 部 の 最深 部 、 タ ー ミ ナル ド グ 
マ に 隠匿 され る 存在 。 巨大 な 十字 に 礎 に され 、 顔 面 に は ゼ 
ー レ の マー ク と 同じ 七 つ 目 の 仮面 が 被せ られ て いる 。 


NERV 地 下 に ある も の は アダ ム で ある と 情報 操作 され て いた が 、 実 
際 の と ころ は リリ ス で あっ た 。 


| 第 2 次 遷都 計画 


日 本 の 首都 を 第 2 新 東京 市 か ら 第 3 新 東京 市 へ と 遷都 する 計 
画 。 こ の 計画 に より 、 第 3 新 東京 市 の 建設 が 2005 年 に 着工 
され る 。 


する NERV 支 部 の ひと つ 。 ド イツ で 修復 
験 中 の 事故 に より 、EVA4 号 機 な ら びに 
研究 施設 全て が 消 減 し た 。 な お 、 こ の 
シナ リオ だ っ た らし く 、 ゼー レ に 
要 な 事態 だ っ た らし い 。 
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9 人 信 舌 選 半 時 時 へ 時 再 Se 


> 再 姓 料 全 古 吾 肖 選 Sm 


| 第 22 警 戒 群 旧 御 前 崎 S.S. 


第 9 使徒 マト リエ ル の 襲来 を 察知 し た 自衛 隊 の 施設 。 こ こ で 
の 観測 に より 、 マ トリ エル の 上 陸 予 測地 点 を 旧 部 海 方 面 と 
割り 出し て いる 。 な お 、 御 前 崎 は 静岡 県 中 西部 に 位置 し 、 
駿河 湾 の 湾口 部 に ある 重要 港 を 持つ 。 


ここ の 観測 情報 を 通 


じ 、 府 中 の 総括 総 隊 
司令 部 で は マト リエ 
ル の 侵攻 状況 を リア 


| 
| 第 2 循環 パイ プ | 
| 


浅間 山 で の 使徒 捕獲 作戦 に お いて 、 火 口 に 潜っ た EVA 弐 
号機 を 冷や す た め に 用 いら れる 冷却 液 循環 パイ プ の 内 の 
1 本 。 限界 深度 を オー バー する 深度 1.400m の 地点 で 唱 裂 
が 発生 し た 。 


| 第 2 新 東京 市 


長野 県 旧 松 本 市 に 位置 する 、2015 年 時 点 で の 日 本 の 首都 。 
2000 年 9 月 20 日 、 新型 爆弾 が 投下 され 50 万 人 の 死者 が 生じ 
た 上 、 海 抜 の 上 昇 に より 水没 し 壊滅 し た 旧東 京 の 復興 を 断 
念 し た 日 本 臨時 政府 は 須 都 を 決定 、2001 年 に 第 2 新 東 京 市 
が 着工 、 復興 は 急速 に 進み 、2003 年 初頭 まで に は 首都 と し 
て の 役割 を 十 よう に な っ た と いう 歴史 が 、 和 シ 
ンジ の 使う 教科 書 に 記載 され て いる 。 な お 、2004 年 に は 第 
2 次 居 都 計画 が 国会 で 承認 され 、 富士 箱根 に 第 3 新 東京 市 の 
建設 が 進ん で いる も の の 、2015 年 時 点 で も 首都 機能 は 依然 
と し て 第 2 新 東京 市 に 置か れ た まま で あり 、 変 更 は な い 。 ま 
た 、 国 連 本 部 も 第 2 新 東京 市 へ と 移転 し て いる 。 


人 


PD 


首相 官邸 を 始め と 
市 で は な く 第 2 新 


公 店 も 、2015 年 時 点 で は まだ 第 3 新 東京 
置か れ て いる 。 
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LOSSARY 


第 2 新 東京 市 第 三 中 学校 


| | mm フラ クス ーッ 


長野 県 の 第 2 新 東京 市 に ある 中 学校 。 第 17 使 徒 タ ブリ ス が | 


弓 滅 させ られ る 18 ヶ 月 前 、4 人 の 少年 少女 た ち が 講 堂 内 で 
弦楽 四重奏 の 練習 演奏 を 行なっ て いた 。 曲目 は Kanon-D- 
dur。 練習 開始 22 分 前 に 確 シ ンジ が 、10 分 30 秒 前 に 陽気 な 
少女 が 、5 分 43 秒 前 に 寄 黙 な 少女 が 、 定 刻 ギ リ ギリ に 最後 
の 少年 が 集い 、 練 習 が 開始 され る 。 


語 党 に 集まっ た 少年 少女 た ち は 、 そ れ ぞ れ 調律 を 済ま せ バ パッ ヘル ペ 
ル の カノ ン を 演奏 する 。 


| 第 2 東京 大 学 


| 


長野 県 の 第 2 新 東京 市 に ある 大 学 。 第 2 新 東京 市 と ほぼ 時 を 
同じ くし て つく られ た と 思わ れる 。 葛城 ミサ ト と 赤木 リツ コ 
が 通っ て いた 。 ふたり は ここ に 在学 し て いる 時 に 知り 合い 、 
友人 と な る 。 ま た 、 加持 リ ョ ウジ と 彼女 ら が 出会っ た の も こ 
の 頃 に な る が 、 彼 も この 大 学 に 在学 し て いた か どう か は 不 
明 。 NERV 内 の 実力 者 が 揃っ て 在学 し て いた こと か ら 、 入 学 
に は か な り 高い 学力 を 求め られ る 大 学 で ある と 推測 され る 。 


4 6 4 
ミサ ト と リツ コ が 初め て 会 っ た 場所 は 大 学 構内 の 学 食 で あり 、 ミ サ 
ト の 方 か ら 声 を か けた よう だ 。 


| 第 2 発令 所 


NERV 本 部 に ある 予備 の 発令 所 。 第 1 発令 所 が 第 14 使 徒 ゼ 
ル エ ル に 破壊 され 、 破 棄 決 定 は 時 間 の 問題 と な る 。 そ の た 
め 、 以 後 は MAGI シ ステ ム を 移植 し て 第 2 発令 所 を 本 格 的 に 


使用 する こと と な っ た 。 
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耐熱 耐圧 仕様 の プラグ スー ツ 。 一 見 する と 普通 の プラ グ ス 
ツ と 変わ ら な い が 、 右 手首 に ある スイ ッ チ を 押す こと に よ 
り 、 救 命 胴 衣 の よう に 膨張 する つく り に な っ て いる 。 第 8 使 
徒 サ ンダ ルフ ォ ン 捕獲 作 3 いて 浅間 山 火 口 ヘ EVA で 洪 
行 する 際 に 、 惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー が 着用 。 局 地 戦 用 
の D 型 装備 を 装着 し た EVA 弐号 機 に 搭乗 し た 。 


耐熱 仕様 と は いえ 高温 の マグ マ 内 で は 体感 温度 は か な り 上 が る 栓 
様 。 そ の 際 に アス カ は 「 プ ラグ スー ツ と いう より サウ ナス ー ツ ] と 


| 第 8 格納 庫 


NERV 本 部 内 に ある 格納 庫 の ひと つ 。 急造 され た EVA 専用 
耐熱 光波 防御 兵器 が 置か れ て いた 。 


キャ ッ ト ウ ォ ー ク の ある 格納 庫 内 の スペ ー ス は か な り 広 く 、EVA 専 
用 耐熱 光波 防御 兵器 は 無造作 に 立て か け て ある 。 


| 第 8 管区 


NERV 本 部 西 の エ リア の ひと つ 。 冬 月 コウ ゾウ が 拉致 され た 
際 、 消 息 を 絶っ た 場所 。 本 部 の 所 内 で ある た め 警 備 は 厳重 
だ と 考え られ る 。 そ の 中 で 謀 報 2 課 を 煙 に 巻き 、 副 司令 と い 
う 要 人 の 拉致 を 成功 させ た の は 、 ひ と え に 加 持 リ ョ ウジ の 
スキ ル の 賜物 で あろ うか 。 


| | 第 8 使徒 


浅間 山 火口 内 の 深度 1.300m 付 近 に て 発見 され た 第 8 使徒 サ 
の こと 。 成体 前 の 状態 で 発見 され 、 NE 
作戦 が 展開 され る 。 深度 1,780m 付 近 で EVA 
され た 際 、 突 加 と し て 洞 化 し た た め 紙 減 
ョ の 麺 の よう な 状態 の と き は 、 復 元 され 硬化 
固め られ た アダ ム と され る も の と 酷似 し て い 
ン も 参照 。 


NHaa 
ヒ 後 の 姿 は 、 カ ン ブ リ ア 紀 の 生物 アノ マロ カリ ス と 魚類 の カレ イ 
を 足し た よう な 姿 を し て いた 。 


| 第 87 経 路 


緊急 時 の 退避 経路 。 戦略 自衛 隊 が NERV 本 部 に 襲来 し た 
際 、 セ ント ラル ドグマ 第 1 層 ま で の 全 隔 壁 を 閉鎖 し つつ 本 部 
の 非 戦闘 員 の 退避 の た め に アナ ウン ス さ れ た 。 
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87th PROTEIN WALL。 シ グマ ユニ ッ ト A フ ロア D-17 内 に 
ある タン パク 壁 の ひと つ で 、 プ リブ ノー ボッ クス の 上 に 位置 
する 。 こ の 壁 に 現れ た 侵食 らし きも の を 青葉 シゲ ル が 確認 
し 、 冬 月 コウ ゾウ に 報告 。 侵食 部 分 に は 温度 と 伝導 率 の 変 
化 が 見 られ 、 発 見 され た 際 は ずさん な 工事 が 原因 の 単なる 
劣化 と 判断 され た が 、 実は 第 11 使 徒 イ ロウ ル の 侵入 に よる 
も の で あっ た 。 な お 、 ず さん な 工事 に よる も の と 判断 され た 
の は 、 こ の タン パク 壁 が ある B 棟 が 、 第 3 使徒 サキ エル が 骨 
来 し た 後に 急ぎ 工事 を 行なっ た た めで ある 。 そ の た め 工 期 
が 60 日 近く 圧縮 され た らし い 。 


この タン パク 壁 に 
像 すら し な か っ た 


質 が 発見 され た 時 に は 、 使 徒 の 侵入 だ と は 誰 も 
う で ある 。 


太平 洋 艦隊 


国連 の 海軍 に 所 属す る 艦隊 。 艦船 の 多く は セカ ンド イン バ 
クト 前 に 就役 し た 老朽 艦 ば か り だ が 、 ニ ミッ ツ 級 原子 力 空 
母 オ ー バ パー・ ザ ・ レ イン ボウ を 旗艦 と し 、 ア ドミ ラル ・ ク ズ 
ネツ ォ フ 級 空母 、 ア イオ ワ 級 戦艦 、 イ ー ジ スシ ステ ム 搭 載 
の 巡洋艦 、 フ リ ゲ ー ト 等 を 擁する 大 艦隊 。 ア メリ カ 、 ロ シ 
ア 、 日 本 な ど 旧 東西 陣営 の 入り 交じっ た 国連 所 属国 の 艦 や 
戦闘 機 で 構成 され て いる 。NERV 第 3 支部 より EVA 弐号 機 及 
び 専 属 操縦 者 の 惣 流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー を 移送 する 際 、 ド 
イツ の ヴィ ル ヘ ルム スハ ー フ ェ ン より 新 横 須 賀 港 ま で の 護衛 
任務 に 就く 。 族 艦 の 艦長 は 当初 、 大 規模 を 誇る 太平 洋 艦 隊 
が NERV の た め に 動く こと に 対し 反感 を 見 せ て いた が 、 旧 伊 
東 沖 に お いて 第 6 使徒 ガ ギ エル と 遭遇 し た 際 に は 葛城 ミサ ト 
が 提示 し た 作戦 に 協力 。 そ れ に より 使徒 の 弱 減 に は 成功 す 
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る も の の 犠牲 は 大 きく 、 多 く の 艦 船 を 失う こと と な っ た 。 


空母 5 令 、 戦艦 4 焦 、 多 数 の イー ジス 艦 を 抱え る 大 艦隊 。 こ れ だ け 
の 戦力 で すら 使徒 に は 無力 で あっ た 。 


ls 


NERV 本 部 内 に ある 大 浴場 。 本 部 内 の 人 間 は 自由 に 使用 で 
きる 施設 だ 
ル を 待っ て いた 確 シ ンジ は 、 ふ た り で この 大 浴場 に 
た 。 そ の 際 カ ブル は 、 シ ンジ と 一 次 的 接触 を 試み て いる 。 銭 
湯 の よ うな つく り に な っ て お り 、 浴 横 横 の 壁 に は 銭湯 の 定 
番 で ある 富士 山 と NERV の マー ク が 交互 に 映し 出さ れる スク 
リー ン が 設置 され て いる ほか 、 風 呂 桶 に は NERV の マー ク が 
印刷 され て いる 。 な 時 間 が ある よう で 、 利 用 者 が 
まだ 残っ て いて も 自動 的 に 電気 を 消さ れ て し まう よう だ 。 


を 


の 


シン ジ と カヲル が 入浴 
し た 際 、 消 灯 間 際 の 
た めか 他 の 利用 者 は 
いな か っ た 。 
型 を ほとん ど 残 し た まま 活動 を 停止 し た 、 使徒 の 貴重 な サン 
| 第 4 次 選抜 候補 者 プル と し て NERV に 接収 され た 。 
中 | 


| 第 4 隔離 施設 


ey 


NERV 本 部 内 に ある 隔離 施設 の ひと つ 。 冬 月 コウ ゾウ が 抽 
致 さ れ た 際 、 そ の 首謀 者 と 目 さ れ て いた 加持 リョ ウジ と 過 
去 に 個人 的 な 関係 を 持っ て いた と いう 理由 か ら 、 葛城 ミサ 
に 隔離 され て いた 。 


司 離 施設 の 痢 の 中 、 
同 4 離さ れ て い 
た 少女 時 代 を 思い 起 
こし て いた ミサ ト 。 
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15 年 ぶり の 使徒 襲来 か ら 3 週間 後に 現れ た 第 4 使徒 シャ ムシ 
エル の こと 。 戦闘 時 と 飛行 時 に それ ぞ れ 形態 を 変え る 能力 
を 有 し 、 光 の 触手 に よっ て 攻撃 する 。 第 2 次 直上 会 戦 に お い 
て 、EVA 初 号機 の プロ グレ ッ シ ブ ・ ナ イフ に より コア を 破 
壊 、 蘭 滅 され た 。 シ ャ ムシ エル も 参照 。 


フォ ー ス チル ドレ ン 選 抜 の た め NERV に よっ て 集め られ 、 保 
護 さ れ て いる エヴァ ン ゲ リオ ン 操 縦 適 格 者 候補 の 子供 た ちの 
こと 。 確 シン ジ 、 綾波 レイ 、 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー ら が 
在籍 する 第 3 新 東京 市 立 第 壱 中 学校 の クラ ス 、2-A の 生徒 全 
員 が 候補 者 に 該当 する 。 こ れ ま で の 操縦 適格 者 に 母親 が お 
ら ず 、 同 クラ ス に 在籍 する 相田 ケン スケ に も 母親 が いな いこ 


と か ら 、 母 親 を 亡くし て いる 子供 が 候補 者 の 条件 の ひと つ 
な の か も し れ な い 。 こ の 中 か ら 、「 速 や か に コア の 準備 が 可 
能 ] と いう 理由 に より 鈴原 トウ ジ が フォ ー ス チル ドレ ン に : 選 
ば れる こと と な る 。 


、 


に 乗る 可能 性 


2-A の クラ ス 
と に な る 。 
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EVA を 収容 する ケイ ジ の ひと つ 。 EVA 初 号機 の 第 3 次 冷却 が 
行なわ れ た 。 そ の 隊 ケ イジ 内 は フェ イズ 3 まで の 各 シ ステ ム 
が 落と され て いる 。 な お 、 直 前 の ハー モニ クス 及び シン クロ 
テス ト の 結果 報告 が バル タ ザ ー ル へ と 送ら れ 、 エ ント リー プ 
ラグ の パー ソナ ル デ ー タ は オー ルレ ンジ で メル キオ ー ル に コ 
ビー され て いる 旨 の アナ ウン ス が 流れ て いる 。 


マイ ナス 1.050 分 の EVA 圭 号 村 も 収容 され て お り 、 
敬 し て いた 綾波 レイ の 元 へ 碗 ゲン ドウ 


第 8 区 に ある 非常 時 用 の シェ ルター の うち の ひと つ 。 第 14 使 
徒 ゼ ル エ ル が 襲来 し た 際 に 碗 シン ジ が 逃げ 込ん だ 。 ゼ ル エ ル 
の 攻撃 に より 切断 され た EVA 弐号 機 の 頭 部 が 、 こ の シェ ル 
ター に 直撃 し て 破壊 され て し まう 。 そ の た め に 放棄 され 、 生 
存 者 は 第 3 シェ ルター へ 移る よう に 指示 が 出さ れ た 。 


LI 
EVA 頭 部 の 直撃 に より 多く の 死者 や 怪我 人 が 発生 し こと は 、 EVA 


操縦 者 で は な く ひ と り の 市 民 と し て の 現実 を シ 突き つけ る 結 
果 と な っ 


| 第 6 使徒 | 


EVA 弐号 機 を 運搬 する 太平 洋 艦隊 が 、 旧 伊東 沖 に て 遭遇 し 
た 第 6 使徒 ガ ギ エル の こと 。 急 類 に 近い 形状 を 持ち 、 水 中 活 
動 に 特 化 し て いる 。 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー 及び 確 シ ン 
ジ の 搭乗 する 弐号 機 と 国連 軍 の 連携 に より 残 滅 さ れ た 。 ガ 
ギ エ ル も 参 
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体 当たり を 主 な 攻撃 方 法 と する 。 単純 だ が 、 巨体 を 高 ス ピー ド で ぶ 
つけ る この 攻撃 は 甚大 な 破壊 力 を 持つ 。 


| 第 6 パイ プ 


6th ULTRAPURE WATER TUBE。 シ グマ ユニ ッ ト D-18 に 
ある 超 純 水 用 バイ プ 。 隣接 し た シグ マユ ニッ ト D-17 の 第 87 
タン パク 壁 より 侵入 し た 第 11 使 徒 イロ ウル が 、 さ ら に この 
第 6 パイ プ に まで 侵入 し た た め に 緊急 閉鎖 され る こと と な っ 
た 。 
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